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組 織 の 概 要

1.設 置 の 目的

2.機 能 と事業

3.機 構 お よび業 務 内容

4.職    員



設置の 目的

本県の工業は、昭和 30年代後半か ら新規工場立地の進展に伴い、大き く発展 してきま した。

従来は繊維工業が中心で したが、一般機器、輸送用機器、電気機器等の加工組立型産業が中心

を占めるようにな り、工業構造は大きく変化 してきま した。

こうした状況の中にあって、本県進出企業 と在来中小企業間では技術水準の格差が大き く、

また、企業間の連携 。協力体制が十分でないこともあ り、中小企業の技術力向上、支援体制整

備の要請は、急激な技術の進歩に伴い、ますます重要な課題 となってきました。

これまで、地場産業の発展を支える機関はあっても、県内工業の全般的課題に深 くかかわ り、

基盤的役割を果たす機関は未整備で した。

また、本県産業の主要な部分が高度で先端 。先進的な技術を必要 とする電子、機械、精密加

工等の業種に転換 してきたことや、これ ら業種や複合技術に関連する協力企業群の技術水準の

向上が不可欠とな り、 これ らへの技術方向上支援体制を充実することが大切 となってきま した。

さらに、 こうした時代背景の中で、企業相互、産 。学 つ官の連携により、各分野に分散・個

別に蓄積されてきた技術ポテ ンシャルを結集するなどの適切な対応が必要 となってきま した。

産業界か らの強い要請 もあ り、このような課題に応えるため、電子、機械、化学、食品、材

料、デザインなど、広範な分野を対象とする総合的な試験研究指導 。研修機関として、また本

県工業技術振興の拠点として、工業技術セ ンターは昭和 60年 4月 に設置されました。

また、急速な技術革新に対応 し、今後技術立県 としての地位を確立するため、総合的な試験

研究機関としての工業技術セ ンターの整備に伴い、人材育成、技術・人的交流、情報の収集・

提供 といったソフ ト部門を受け持つ (財 )滋賀県工業技術振興協会が昭和 60年 3月 に設立さ

れま した。



2B機能と事業

企 画 調  整

(1)工業技術振興施策の企画・研究の調整

(2)工業技術関係調査の実施

試 験 ・ 分 析

試験分析機器の整備

原材料・製品等の依頼試験

開放試験機器の提供

(2)

(3)

指 導 ・ 助 言

(1)技術相談・指導

(2)技術相談役制度

(3)技術普及講習会の実施

(4)技術アドバイザー派遣 。巡回指導の実施

工

業

技

術

セ

ン

タ

ー

研 究 (技術開発 )

(1)研究活動の推進

(2)コ ンピュータの利用促進

(3)リ サーチ・カウンセラー制度

広 報

情報誌の発行

工技連連合部会・地方部会等の開催

図書の整備・開放利用

２

　

３

(1)技術研修の開催教 育 ・ 研 修

情 報 収 集 提 供

(1)科学技術セミナーの開催

(2)」 OIS・ PATOLISの オンライン利用

(3)情報誌の発行

工

業

技

術

振

興

協

会

交 流 促 進

(1)技術交流プラザ事業の実施

(2)異業種交流推進事業の実施

(3)科学技術振興プラザ開催事業の実施

(シ ンポジウム・講演会)
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3.機構および業務内容

工業技術センターは総合的な試験研究、指導、研修等を実施するために、企画管理課、技術第一科・第二科を設け

ています。そして、(財 )滋賀県工業技術振興協会と連携を図りながら、効果的な活動を推進しています。

(平成 8年 4月 1日 現在 )

工業技術センター

企画管理課

技術第一科

所 長―副所長一次 長

主任専門員

職員数 26名

技術第二科

事務 5名

技術 21名

工業技術振興協会

理事長 一一 冨J理事長

|

常務理事 一一― 事務局次長

(事務局長 )

管 理 係 ①センターの庶務に関すること。

②その他他の科および係に属 さない事項。

企 画 係 ①試験研究の企画調整に関すること。

②工業技術情報および調査研究に関すること。

③工業技術振興協会に関すること。

④その他工業技術の振興に関すること。

電子応用係 ①電気・電子技術に関する試験研究および指導

に関すること。

機械応用係 ①機械技術に関する試験研究および指導に関す

ること。

― 工業材料係 ①工業材料に関する試験研究および指導に関す

ること。

化学食品係 ①化学および食品に関する試験研究および指導

に関すること。

デザイン係 ①産業デザインに関する研究および指導に関す

ること。

総 務 課 ①協会の庶務に関すること。

業 務 課 ①技術研修(講座 )の 開催に関すること。

②技術セ ミナーの開催に関すること。

③技術交流(異業種など)の推進に関すること。

④技術情報の収集 。提供に関す ること。

⑤工業技術センター支援事業に関すること。

3-
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48職 員

(平 成 8年 4月 1日 現在 )

氏   名 職   名 氏   名職   名 氏   名 職   名

技術第二科大 槻 具 一 技術第一科所 長

科  長 (兼 ) 松 川  進井 上 嘉 明 科 長 中 山 勝 之副  所  長

河 村 安太郎 専  門  員 中 村 吉 紀次 長 松 井 健 吉 専  門  員

工業材料係松 川  進 電子応用係主 任 専 門 員

前 川  昭係  長 (兼 ) 中 山 勝 之 係 長企画管理課

木 村 昌 彦 主 任 技 師 那 須 喜課 長 森 下 善 次 主 査

今 道 高 志主 任 技 師 櫻 井  淳 主 任 技 師管理係長 (兼 ) 森 下 善 次

小 ナII栄 司 技 宮市 坂 山 邦 彦日 野 之 雄 主 任 技 師主 査

佐々木 宗 生機械応用係 技 宮市企 画 係 長 岡 崎 充 博

河 村 安太郎 化学食品係主 査 佐 藤 員知夫 係  長 (兼 )

中 村 吉 紀主 査 月 瀬 寛 係  長 (兼 )

副  係  長 宮 川 栄 一主 任 技 師 井 上 栄

深 尾 典 久 主 査 松 本  正主 任 技 師

デザ イン係

野 上 雅 彦主 任 技 師

技 師 山 下 誠 児

所付 (係 長級)横 チH 悦 子

所付 (主 査級)長 谷川 幸 一

(財 )滋 賀県工業技術

振興協会出向
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予 算 の 概 要

1.事  業 費

2.歳 入 ・歳 出

3.決 算額



1.事業資 (平成 7年度)

2.歳入・歳出

歳 入

(単位 :円 )

(単位 :円 )

金   額概 要

1, 187, 980科 学 技 術 振 興 プ ラ ザ 開 催

74, 843, 732庁 舎 等 管 理運 営 費 (普 及広 報 費 を含 む )

2,618,301
4 40, 115

研 修 施 設 整 備 事 業

情 報 提 供 室 (図 書 室 )運 営 費

38, 282, 681

47, 401, 050
(財 )滋 賀 県 工 業 技 術 振 興 協 会 へ の 助 成

イ ン タ エ ネ ッ ト、 LAN設 備 整 備 費

45, 212, 721試 験 研 究 用 備 品 等 設 備 整 備

21, 799, 996試 験 研 究 指 導 費

472, 000研 究 企 画 調 整 費

38, 249, 726技 術 開 発 費

6, 853, 000技 術 指 導 費

6, 687, 800研 究 連 携 推 進 事 業 費
９

留 435, 648技 術 ア ドバ イザ ー お よび巡 回技 術 指 導 費

9 84 786滋 賀 の 新 し い 産 業 づ く り推 進 事 業 費

4 608, 228その他 (庁 舎修繕、海外技術研修員受入等 )

465,

123, 502,

536

270
工業 技 術 セ ン ター施 設 整 備 基 金 へ の積 立

施 設 整 備 事 業 費  (土 地取得費 )

211, 063, 610職 員 費

639, 666, 180計

予 算 額 調 定 額 収 入 済 額 適 要科 目

16,278,950 16,278,950 試験分析機器等設備使用料  14,605,950

試験等手数料        1,673,000

使用料及び

手 数 料

16,100,000

13,448,000 中小企業庁技術開発研究費補助金国庫支出金 13,448,000 13,448,000

工業技術センター施設整備基金運用

工業技術振興基金運用収入 静金

'I:43:

財産収入 8,273,000 8,273,082 8,273,082

寄 附 金 360,000 360,000 360,000

9,986,507 工業技術センター施設整備基金取崩 し繰 入 金 9,987,000 9,986,507

14,567,266 14,567,26614,551,000

90,000,000

展奪早誓吾振興会補助
金  14,48と

1988
諸 収 入

県   債 90,000,000 90,000,000

152,913,805計 152,719,000 152,913,805
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歳 出 (単位 :円 )

科 目科 目

執 行 額

款 項 目 節

執 行 額

節款 項 目

業
費

工
務

商
総

役 務 費 143,000報   酬 4,032,000

1,755,000107,110,200 報   酬給   料

報 償 費 270,00071,448,000職 員 手 当

旅   費 1,626,68833,682,091共 済 費

503,000需 用 費報 償 費 3,496,370

役 務 費 268,6746,160,000旅   費

委 託 料 2,471,40060,881,999需 用 費

250,000

20,388,850

原 材 料 費

備品購入費

工

業

振

興

費

長誤案縛蟄
42,000

商

工

業

費

4,084,000役 務 費

27,718,612小   計

委 託 料 52,679,943

電澄養
旅 費

5,073
中 河ヽ
企業費34,209,536

答
用
督
及爾

5,073

商

工

費

小   計

原 材 料 費 5,379,295
578,881人 事

管理費
旅  費

財
管

産
理費

需 用 費 2,418,440
123,502,270財有

費
公
入

産購

60,000際
費流

国
交

旅  費63,499,928

総

管
務

理費

備品購入費

3,057,321

総
　
務

費
小   計

長誤察葎蟄
38,215,500

旅  費 4,506企
貸

小
金

中
資

業 近 代 化
付 事 業 費積 立 金 465,536

4,506小   計公 課 費 34,000

工

業

技

術

セ

　

　

ン
　
　

タ

費

608,880,668ィよヽ 計

639,666,180△ 計

中

ィよヽ

企

業

費

商

工

費
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3 決算額

年度別歳入一覧表

キ2寄付金 700,000円 を含みます。キ1寄付金 5,100,000円 を含みます。

■3寄付金 9,000,000円 、県債 270,000,000円 を含みます。 *4寄付金 5,100,000円 を含みます。

45寄付金  360,000円 を含みます。

■6寄付金  360,000円 、県債 90,000,000円 を含みます。

(単位 :円 )

入歳

計一 般 財 源諸 収 入繰 入 金財 産 収 入国 庫 支 出 金

年

　

　

度
使用料及び
手 数 料

2,695,2402,695,240
57

43,967,00043,967,000
58

2,543,098,35058,585,000 2,120,427,000350,189,35013,897,00059

493,533,334196,987,90440,845,000241,353,33012,950,00060 1,397,100

535,851,289218,562,32633,165,00016,012,633 261,292,98061 6,818,350

350,268,921226,806,29399,886,24616,656,53262 6,919,850

401,310,300249,350,60120,597,00097,444,00017,884,59910,325,100 5,709,00063

763,711,855↓1   563,805,75814,91047,035,361 112,937,77627,319,000死 12,599,050

512,865,074262,587,852106,709,703 33,267,99587,251,2247,750,00015,298,300

759,074,398■2   553,087,119109,026,776 55,87472,563,52910,400,00013,941,100

945,959,21343   760,733,23728,183,26081,776,28439,589,38220,125,00015,552,050

456,073,981■4   349,292,41465,932,463 55,94023,470,11417,323,050

483,374,318■5   862,601,33050,815,200 17,878,27018,502,86813,283,00020,293,650

608,880,668*6   546,326,86314,567,2669,986,50713,448,000 8,273,08216,278,950
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年度別歳出一覧表

注 :ユ .財産収入……工業技術振興基金運用収入他

3.諸 収 入……日本自転車振興会補助金他

金

費

入

設

繰

建

…・工業技術センター施設整備基金取崩し
,…調査等事務費を含む

(単位 :円 )

歳 出年

　

　

度
建  設  費 施設整備費 普及指導費 研究開発 振興協会

助  成
運  営  費 職 員 費 計

57 2,695,240 2,695,240

58 43,967,000 43,967,000

59 2,188,909,000 350,189,350 4,000,000 2,543,098,350

60 295,149,000 22,757,930 4,086,000 29,580,481 49,491,557 92,468,366 493,533,334

61 301,307,984 34,221,520 9,020,000 30,770,881 50,503,872 110,027,032 535,851,289

62 109,987,607 30,549,100 9,192,500 28,807,124 54,414,818 117,317,772 350,268,921

63 123,231,000 45,049,000 11,734,000 29,366,778 54,756,318 137,173,204 401,310,300

死 109,991,759 73,718,000 11,780,000 30,812,163 390,510,761 146,899,172 763,711,855

2,953,440 110,473,684 84,235,516 14,423,000 30,128,061 108,521,510 162,129,863 512,865,074

292,064,790 82,728,956 76,017,591 13,231,000 31,524,168 91,674,734 171,833,109 759,074,398

448,900,754 96,191,391 83,229,609 12,441,000 36,760,705 81,326,940 187,108,314 945,959,213

36,520,813 87,319,210 13,155,000 37,205,434 85,540,268 196,333,256 456,073,981

64,452,632 81,478,987 15,005,000 37,797,950 85,589,872 199,049,877 483,374,318

123,502,270 45,212,721 69,313,996 38,249,726 38,282,681 83,255,664 211,063,610 608,880,668

-8-



施 設 お よび設 備 の概 要

1。 敷 地 お よび建 物

2!設 備 ・機器



敷 地 お よ び 建 物

所 在 地

電  話

滋 賀 県 栗 太 郡 栗 東 町 上 砥 山 232番 地

0775-58-1500  F AX  0775-58-1373

(1)案 内 図

○ 」 R線 利 用 の 場 合

東 海 道 線 草 津 駅 (東 口 )下 車 (新 快速 電 車 停 車 )

。帝 産 バ ス 「 栗 東 トレーエンク
゛
センター (東 宝 ラ ン ド経 由 )」 行 (昼 間 毎 時 55分 発 )

北 の 山 下 車  徒 歩 3分 … … … 所 要 時 間 約 23分
タ ク シ ー … … …… … … … …  ク  約 15分

-9-

東 海 道 線 栗 東 駅 (東 口 )下 車 (普 通電 車 停 車 )

・帝 産 バ ス 「 六 地 蔵 団 地 」 行 (8:24、 8:42、 9:50、 10:50、 H:50)

北 の 山 下 車  徒 歩 3分 … … …所 要 時 間約 20分
車 津 線 手 原 駅 下 車 (草 津 線 は 1時 間 2本 程 度 )

。帝 産 バ ス 「 六 地 蔵 団 地 」 行 (8:29、 8:47、 9:55、 10:55、 H:55)
北 の 山 下 車  徒 歩 3分 … … …所 要 時 間 約 15分

○ 自動 車 利 用 の 場 合

・名 神 高 速 道 路 栗 東 イ ン ター チ ェ ンジ (信 楽方 面 出 口 )よ り… … 5分
・ 国 道 1号 線 上 鈎 (か みまが,)交 差点 (厳家具店紛東へ ・… … … … … … …8分

GS

●

栗東 I

6S

工業技術セン 琶湖CC



(2)配 置 図

至名神栗東 インターチェンジ

国道 1号線

至信楽

33,721.14ぱ (登 記 面 積 )(実 測 面 積 34,929.56ド )

研 究 管理 棟

(鉄 筋 コ ン ク リー ト造 2階 建 。一 部 5階 建 )

実験 棟

(鉄 筋 コ ン ク リー ト造 平屋 建 。日本 自転 車振 興 会補 助 )

別  棟 (開 放 試験 室 )

(鉄 筋 コ ン ク リー ト造 平屋 建 。国 庫補 助 )

別  館  工 業 技 術振 興 会 館

(鉄 筋 コ ンク リー ト造 3階 建

そ の他

地

物

土

建

身

′

排水処理施設

4,2 9 6 rT了

693m?

154ド

2,394直ノ

254mツ

至国道 ユ号線

⇔

別棟

υ

◇
盛

工業技術

振興会館
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設 備2 機 器

平成 7年 度 に取得 した主要機器は次の とお りです。

摘   要数 量 取 得 年 月 日規 格HH 名

驀翁
企業庁10.12

夢予夭う荒森ぽ 乙多 機 能 画 像 入 出力 装 置

7.10.16日本晟 (ゴ将)謁非 接 触 温 度 分 布 測 定 装 置

具査基驀易7,10。 24一
ｆ

ｎ

コ

０

・
１

イ

ｒ

ｏ

セ

Ｐ

Ｐ

電子I業
essl
t CH

株
ａ‐
別

ｒ
ヽ

■

７

)c

4
謁0 Or

他

精 密 形 状 出カ シ ス テ ム

具査曇籍覇7. 10.31ｙ

０

Ｓ

　

０

Ｒ

製

５

Ｉ

社

６

Ｎ

ｓ

stem

P型
近 赤 外 自動 分 析 装 置

7.11.28ン
０

キ
０

一
４

パ
２

エ ル マ ー 製
Ⅱ

CHNコ ーダー

驀翁企業庁29(株 心奮F看 塾
ク製変 角 光 度 計

驀窃企業庁7.12,14ン
ン

ラ

ソ

&乙品暴島舟発安
面 微 細 形 状 測 定 シ ス テ

12.28ドンラ
５

一
５

オ
Ｅ

ｊ
Ｐ

株超 高 電 圧 計 器 用 変 圧 器

光 高 圧 機 器 (株 )製測 光 式 小 型 高 圧 試 験 装 置

M ttЭ
ttAS 他

電 磁 場 解 析 シ ス テ ム

驀防企業庁他
Ｃ・

ｌ
Ｙ

ｈ

Ｄ

ｎ
缶
円

ａ

Ｉ

ｒ
Ｇ

ＥＣ
ｎ

Ｒ

０
０

Ｃ

Ｆ

ｌ

ｂ

Ｓ

Ｗ
不ヽ報情

ム
虹
堅
ア

支
ス

術
ン

持
培
グ

業

一

企
ワ

小
ト

山
‐
ツ

7.11,27製洸

２

３

株

０

０

／
ｔ
〈９
５

，

機
Ｔ

Ｔ

信
Ｆ

Ｆ

純
了

Ｉ

崎岩
交ё/7き で表異簑暮装置

7.11.28SPア ド製セ ンサ 実 習 セ ッ ト

一 H一



業 務 の 概 要

1.業 務の企画・推進

2.依 頼 試 験 分析 お よび機 器 提 供

3,技術相談指導

4。 研 究 (技 術 開発 )活 動

5。 広報 。情報提供



1.業務の企画・推進

(1)滋賀県工業技術振興懇話会の開催

本県工業技術の長期的な展望、企業ニーズに適応 した研究開発の推進および技術開発基盤

の整備を図るため、滋賀県工業技術振興懇話会 (座長 板倉安正 滋賀大学教育学部教授 )

を開催 し、産 。学 。官か らの専門的な意見や提言を得ま した。

なお、本懇話会は今回が最後 となり、今後は新たな本県産業の振興を図るための組織を県

で設置することとな りました。

第 21回  開 催 日 平成 7年 7月 19日 (水 )

開催場所 さざなみ荘

議 題 等 ○工業技術セ ンターの歩みについて

○製造業における構造変化について

滋賀県工業技術振興懇話会委員名簿 (平成 7年 7月 現在 )

○意見交換

所 属 ・ 役 職氏    名区   分

大 日本スクリーン製造い 常務取締役池 田  敬

新旭電子工業lln 相談役大 島 正 光

草津電機い 社長北 村 辰 雄

日本アイ・ ビー 。エムい木 村  博

仰鮎家 社長斎 藤 利 彦

日光化成帥高 木 正 年

高橋金属lln 社長高 橋 政 之

富士車輌帥谷 口 博 美

平 本  叔 東 レい電子情報材料研究所 所長

日本ソフ ト開発い 社長藤 田 義 嗣

松下電器産業帥空調研究所 所長柚 田 二 Ｐ
Ｐ

白
仄

県 内 企 業

(11名 )

滋賀大学教育学部 教授板 倉 安 正

龍谷大学理工学部 教授小 泉 光 恵

龍谷大学理工学部 教授三 石 明 善

立命館大学理工学部 教授大 野  豊

立命館大学理工学部 教授田 中 道 七

内 藤 悦 郎 滋賀県立短期大学工学部 教授

学識経験者

(6名 )

近畿通商産業局商工部 部長野 澤 隆 寛

大阪工業技術研究所 所長児 玉 皓 雄

(財 )滋賀県工業技術振興協会 理事長木 村 新太郎

滋賀県商工労働部 部長吉 川  勉

滋賀県工業技術セ ンター 所長大 槻 員

行政 。その他

(5名 )
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(2)し が FAコ ンソー シアム

自動 化 技 術 の高度化 を 目指 した産学 官連携 によ る、研 究交 流組織「 しが FAコ ンソー シアム」が

活動 を続 けて い ます 。 当 コ ンソー シア ムは産業界 41企 業 、大 学 関係 39名 、県 関係 13名 を組織

母体 と して、 主 に FA技 術分野 に照準 を合 わせ た事 業 を展 開 して い ます 。

7年 度 は例会 に加 え て い くつか の研究会 が具体 的な活動 を継 続 して い ます が、滋賀 の地 で産 学官

が協力 した研 究 交 流組 織 が発 展す るこ とは、今後 の技術 向上 に大 き く寄 与す る こと と思 われ ます 。

第

日

場

内

○ 11回 例会

時  平成 7年 6月 1日

所   クサツエス トピアホテル

容   1.全 体総会

6年度事業報告 と収支報告

7年度事業計画案 と収支予算案

2.講 演

「 FAの 現状 と将来」

「 これか らのモノづ くりを考え る」

3.懇 親会

13回 例会

時  平成 7年 9月 13日

所  工業技術セ ンター

容  オプ トメカ トロニ クス

1,テ ーマガイダンス

2.産 業界発表

三菱電機 (株 )

大阪大学 岩 田教授

立命館大学 浮田教授

松下電器産業 (株 )、 オプテックス (株 )

第

日

場

内

○

第

日

場

内

○

第

日

場

内

○

12回 例会

時  平成 7年 7月 13日

所  滋賀県農業教育セ ンタエ

容  制御の最適利用方法

1.テ ーマガイダ ンス         立命館大学 井上教授

2.産 業界発表      ダイハ ツエ業 (株 )、 オムロン (株 )

3.イ ンテ リジェン ト制御利用研究会設立

第

日

場

内

○

14回 例会

時  平成 7年 11月 22日
所  滋賀職業能力開発短期大学校

容   1,ポ リテクカ レッジ見学会

2.ポ リテクカ レッジ研究発表

・「 二次元 CAD応 用技術  FA工 場の技能の変化」 大坪先生

・「 太陽電池の最大 出力点追尾装置の開発 とその応用」木戸先生

。「 反射光を用いた電力負荷制御装置の試作」    丸 山先生

・「地域 とイ ンターネ ッ ト」            高岡先生

15回 例会

時   平成 8年 2月 1日

所   滋賀 県 立大学

容   1.見 学会

2.研 究発 表

-14-



「 FAの ためのリアクティフ
゛
スケガューリンク

゛
」京都大学

「 設備の改善 とコス ト削減」   県立大学

「 金型加工の工程集約」     県立大学

「 CAD/CAE設計演習授業計画」   県立大学

OFAコ ンソーシアム研究会活動

1.ロ ボ ッ トの有効利用研究会 (立 命館大学 前田教授主宰 )

参加    15企 業 (機 関) 18名
・開催 回数   6回
・ 内容    講演会、見学会、テーマ討議等

2.画像認識研究会 (龍 谷大学 壷井教授主宰 )

参加   16企 業 (機 関) 17名
・開催回数    6回
・ 内容    講演会、見学会、テーマ討議等

3.生 産管理 と情報 システム研究会 (龍 谷大学 法雲教授主宰 )

参加   17企 業 (機 関) 17名
。開催 回数   6回
・ 内容    講演会、見学会、テーマ討議等

イ ンテ リジェン ト制御技術利用研究会

7年 度設立 (立命館大学 井上教授主宰 )

参加   17企 業 (機 関) 20名
。開催 回数    2回
・ 内容    講演会、見学会、テーマ討議等

沖野教授

奥村助教授

廣垣講師

田中教授

4
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(3)滋 賀 フ ァイ ンセ ラ ミ ック ス フ ォー ラム

当 フ ォー ラムは、 フ ァィ ンセ ラ ミックス関連産業 間の連携を図 る必要か ら、産・ 学・ 官が一
体 とな って運営推進 されています。

平成 7年 度 は、 講演会 と見学会 および中級研修会を実施 しま した。 概要 は次の とお りです。

○第 27回 運 営 委 員 会

日時 :平 成 7年 4月 27日
場 所 :滋 賀 県 工 業 技 術 セ ンタ ー

○第 23回 例会 (総 会 )

日時 :平 成 7年 6月 1日

場所 :NEC晴 嵐会館

内容 :講 演「滋賀県産業 にお ける空洞化現象 とその対策」

滋賀大学 経済学部

助教授 藤村  博之 氏
見学会  日本 電気硝子 (株 )大 津工場

○第 1

日時

場 所

内容

8 回研修会

平成 7年 7月 27日
滋賀県立大学

技術講演「 フ ァイ ンセ ラ ミックスの機械加工」

滋賀県立大学 工学部

教 授 中川 平二郎 氏
施設見学「 滋賀県立大学工学部等」

○第 19回 研修会 (そ の 1)
日時 :平 成 7年 8月 29日
場所 :龍 谷大学瀬 田学舎

「 機能性薄膜 の作製 (1)」

○第 19回 研修会 (そ の 2)
日時 :平 成 7年 9月 1日

場所 :龍 谷大学瀬 田学舎

「 機能性薄膜 の作製 (2)」

○第 19回 研修会 (そ の 3)
日時 :平 成 7年 9月 5日

場所 :滋 賀県工業技術 セ ンター

「 機能性薄膜 の評価技術」

○ 第 8回 フ

日時 :

場 所 :

内容 :

ァイ ンセ ラ

平 成 7年 9

龍 谷 大 学 瀬

龍 谷 大 学 瀬

フ ァイ ンセ

フ ァイ ンセ

日本 フ ァイ

ミックス関連 団体交流会議

月 7～ 8日

田学舎

田学舎見学

ラ ミックス関連 団体連絡協議会運営委員会
ラ ミックス関連 団体交流会議
ンセ ラ ミックス協会賞「地域賞」表彰式

○第 24回 例 会 (FC関 連 団体 交 流 会 議 と共 催 )
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日時

場 所

内容

○第 25
日時 :

場 所 :

内容 :

平成 7年 9月 7～ 8日

龍谷大学瀬 田学舎

講演「 体験談 による焼物の新商 品開発 につ いて」

大塚オー ミ陶業 (株 )

代表取締役社長 奥 田 質 氏

見学会  「 滋賀県工業技術 セ ンター」

「 (株 )村 田製作所八 日市事業所 J

回例会

平成 7年 12月 12日
滋賀県工業技術セ ンター

講演「 フ ァイ ンセ ラ ミックス薄膜 の合成 と電子材料分野へ の応用」

大 阪府立産業技術総合研究所

材料技術部長  小川 倉一 氏

「硬質 セ ラ ミックス薄膜 の工具材料分野へ の応用 」

日新電機 (株 )先 端技術 開発部兼 日本 ITF(株 )

主任研究員   今井 修  氏

○第 25回 例会

日時 :平 成 7年 12月 12日
場所 :滋 賀県工業技術セ ンター

内容 :講 演「 磁性微粒子 の利用技術～磁性流体 ～」

滋賀県工業技術 セ ンター

技術第 2科  主査  阿部 弘幸 氏

「大物陶器成形 の一つの方法 につ いて」

滋賀県信楽窯業試験場

専 門員 宮代 雅夫 氏

「 ゾルーゲル法 によるフォ トニ クス材料 の作製 に関す る研究 」

滋賀県工業技術 セ ンター

技術第 2科  副係長 前川 昭 氏

受章記念講演

「 セ ラ ミックス とつ きあ って 50年 」

龍谷大学理工学部

教 授 小泉 光恵 氏

○第 20回 研修会 (県 外研修会 )

日時 :平 成 7年 3月 14日
場所 :フ ァイ ンセ ラ ミックスフェア' 96

名古屋市千種 区吹上、 吹上 ホール
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(4)京 滋品質工学研究会

2年 目に入 った交流会 も定期的な活動を通 して、会員各社の技術問題を討議できるようにな りま

した。技術開発を効率 よ く、かつ、経済的に実施す るためには、それな りの工夫が必要です。

今年度か らは新規会員のための予備学習 も取 り入れ、全体の レベル調整を行 っています。最先端

の品質工学の進展 も視野 に入れなが ら、地域の技術開発力の強化を 目指 しています。

-     28名滋賀県工業技術セ ンタ○第 10回例会 平成 7年 4月 18日
・ 7年 度交流会の運営方針

・ 品質工学基礎勉強会「品質設計のための実験計画法」 1章

ドル時のエ ンジンの安定性向上」・事例研究 フォード報告書 (日 産邦訳 )「 アイ

滋賀県工業技術セ ンター     24名○第 11回 例会 平成 7年 5月 16日
・ 予備学習会「 品質工学はなぜ必要か」

          と
「 品質設計のための実験計画法」 2、 3早・ 品質工学基礎勉強会

(工 業技術院計量研究所研究紹介 )。事例研究「 シャル ピー衝撃試験機の開発」

○第 12回 例会 平成 7年 6月  9日         滋賀県工業技術セ ンター

特別事例指導   電気通信大学 矢野教授

「はんだ付け強度の改善計画」

品質工学基礎勉強会「品質設計のための実験計画法」 8章 演習

事例研究 (1)「 プ リン ト基板端子のはんた付 けの改善」

事例研究 (2)「 樹脂成形条件の検討」

今後の運営方法の確認

24名

22名

27名

○第 13回 例会 平成 7年 7月 18日         滋賀県工業技術セ ンター

(こ の回か らグループ運営制を導入 )

・ 予備学習会「効率的な直交表」

・ 品質工学基礎勉強会「品質設計のための実験計画法」 4章  直交表

・事例研究「 はんだ付 け工程 における品質工学の適用事例」

○第 14回 例会 平成 7年 8月 8日          滋賀県工業技術セ ンター

予備学習会 (品質工学体験学習 )

「 カ ミコプターの設計・要因割 り付 け・製作」

記念講演  品質工学フォーラム副会長  馬場幾郎

「 や さ しいパ ラメータ設計の手順」

「オンライン品質工学  製造工程の管理」

○第 15回例会 平成 7年 9月 19日         滋賀県工業技術セ ンター     21名
・ 予備学習会 (品 質工学体験学習 )

「 カ ミコプターの製作・ 実験・解析」 (望 目SN比 )

・ 品質工学基礎勉強会「品質設計のための実験計画法」 5章  望小・望大特性

・事例研究「タプ端子の洗浄条件の最適化」

・話題提供「通信教育 による品質工学学習報告」

「ブラジル研修生の切削加工実験」
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○第 16回 例会 平成 7年 10月 20日
・予備学習会 (品 質工学体験学習 )

滋賀県工業技術セ ンター 26名

「カ ミコプターの実験結果の解析 (続 き)」

・事例研究指導   電気通信大学 矢野教授

(1)「 酸化金属皮膜抵抗の耐湿寿命評価」

(2)海 外研修生の実験計画検討「」

「 ステ ンレス鋼の最適切削条件の選定」

〇第 17回 例会 平成 7年 11月 21日        滋賀県工業技術セ ンター     16名
・予備学習会 (品 質工学体験学習 )

「 カ ミコプターの実験結果の確認、検討」

・ 品質工学基礎勉強会「品質設計のための実験計画法」 6章  混合型直交表

。事例研究「 ポ リエステル繊維の品質改善」

・話題提供「アメ リカの栄養補給食品会社訪問記」

・事例紹介「ヘルスメータの SN比 の改善」

O品 質工学セ ミナー (第 83回科学技術セ ミナー )

・ 企業の空洞化を防 ぐ品質工学

「源流に遡 る技術開発」

「乾式現像剤における評価技術の開発」

○第 21回例会

62名
(15名 )

アイテックインターナンョナル

ミノル タ

○第 18回 例会 平成 7年 12月 19日        滋賀県工業技術セ ンター     27名
・ 品質工学基礎勉強会「品質設計のための実験計画法」 7章  望 目特性の品質改善

・事例研究 (1)「 ヒー トシールライ ンのフィー ドバ ック制御」

・事例研究 (2)「 ば らつき改善の損失関数」

・懇親会

〇第 19回 例会 平成 8年 1月 23日         滋賀県工業技術セ ンター     17名
・次年度か らの研究会移行 について (規約の提案、ア ンケー ト実施 )

・ 品質工学基礎勉強会「 品質設計のための実験計画法」 8章  ば らつ きと許容差

・新規品質工学教材の提案

。事例研究 「 冷陰極 ランプの塗布条件の最適化」

O第 20回 例会 平成 8年 2月 20日         滋賀県工業技術セ ンター     20名
・ 品質工学基礎勉強会「 品質設計のための実験計画法」 9章  バ ラメータ設計

,事例研究 「 カーテ ンとフィルムの接着強度の改善」

・話題提供「品質工学講演会 (日 刊工業新聞社 )」 に出席 して

。研究会移行ア ンケー トの集約結果

平成 8年 3月 19日         滋賀県工業技術セ ンター     20名

品質工学基礎勉強会「 品質設計のための実験計画法」

9章  バ ラメータ設計   10章  特殊割 り付け  11章  クラス分類

事例研究 「 ステ ンレス鋼の切削条件の最適化」 (ブ ラジル研修生 )

新規研究会発足の事前協議
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(5)SRの 基 礎 と応 用 に関す る研 究 会

国 内 に は こ れ ま で 約 20の シ ン ク ロ トロ ン放 射 (SR)光 施 設 が 設 置 され て

い ま す が、 基 礎 研 究 用 の 中 型 施 設 と大 手 企 業 が 所 有 す る小 型 施 設 が 中 心 で した。

立 命 館 大 学 で は、 現 在 び わ こ・ くさつ キ ャ ンパ ス に 小 型 SR光 施 設 を 建 設 中

で す。 こ の 施 設 は 教 育 。研 究 用 の み な らず、 産 業 用 へ の 利 用 も 目指 した 日本 で

は じめ て の 開 放 型 SR光 施 設 と して、 平 成 8年 4月 か ら稼 働 予 定 と な って い ま

す。 そ こ で 滋 賀 県 に お い て も、 SR関 連 技 術 の 理 解 と利 用 を 促 進 す る た め、 S

Rに 関 す る 研 究 を 開 催 しそ の 普 及 に つ とめ ま した。 概 要 は 下 記 の と お りで す。

○ 第 1回 S

日  時 :

場  所 :

内  容 :

Rの 基 礎 と応 用 に

平 成 7年 7月 6日

滋 賀 県 工 業 技 術 セ

講 演

「 小 型 SR光 源 と

講 師 :立 命 館 大 学

「 SRを 用 い た マ

講 師 :立 命 館 大 学

関 す る研 究 会

(木 )

ンタ ー

そ の 利 用 」

理 工 学 部  教 授  岩 崎 博  氏

イ ク ロパ ー ツ 製 造 技 術 」

理 工 学 部  教 授  杉 山 進  氏

○ 第 2回 SR
日  時 :平

場  所 :立

内  容 :講

「

講

「

講

S

イ ク ロ マ シ

i東 北 大 学

次 元 マ イ ク

:名 古 屋 大

施 設 見 学

グ の 最 先 端 技 術

部  教 授  江 刺

シエ ン グ と 医 療

学 部  教 授  生

と 産 業 応 用 J

正 喜  氏

へ の 応 用 」

田 幸 士  氏

の

成

命

演

マ

師

師

R

基 礎 と 応 用 に 関 す る 研 究 会

7年 10月 3日 (火 )

館 大 学 び わ こ・ く さ つ キ ャ ンパ ス

ニ ン

エ 学

ロ マ

学 工

○ 第 3回 S

日  時 :

場  所 :

内  容 :

Rの 基 礎 と

平 成 8年 3

立 命 館 大 学

講 演

「 立 命 館 大

講 師 :立 命

「 真 空 紫 外

講 師 :立 命

「 蛍 光 X線
講 師 :立 命

SR施 設 見

応 用 に 関 す る研 究 会

月 1日 (金 )

び わ こ 。く さつ キ ャ ンパ ス

学 SR光 源 に つ い て 」

館 大 学 理 工 学 部  教 授  岩 崎 博  氏

SR光 に よ る材 料 評 価 」

館 大 学 理 工 学 部  客 員 教 授  池 田 重 良 氏

分 析 に よ る材 料 評 価 」

館 大 学 SRセ ン タ ー  西 勝 英 雄 氏

学
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2 機器提供および依頼試験分析

(1)開放試験機器の提供

企業が新製品の開発、品質の向上、生産技術の改善等を目的として、試験機器を利用 して試験・研究を実施 し

ようとするときは、可能な限 リセンターの設備機器を開放 しています。平成 8年 4月 1日 現在で、 273種類の

設備機器を開放しています。

平成7年度設備機器利用状況

使用機器数・延時間数・延企業数・実企業数

3,287機 器 数

延時間数 18,338

2,434延企業数

296実企業数

使用目的別利用件数

主な利用機器

合  計苦情処理 そ の 他品質管理 品質証明
生産技術

開  発
製品改良基礎研究 製品開発

28

(0.9%)

3,287

(100%)

199

(6. 1%)

892

(27.1%)

390

(11.9%)

134

(4,1%)

462

(14.1%)

525

(15,9%)

657

(19,9%)
機器数

昭 和 60年 度 ～ 平 成 7年 度平 成 7年 度

件数件数 機   器   名   称No 機 器 名 称

1655310 走査型電子顕微鏡走査型電子顕微鏡

1305二次元浪1定機2112 イオンコーテ ィング装置

1296151 インス トロン型万能試験機3 顕微 フー ジエ変換赤外分光光度計

1159振動試験機143インス トロン型万能試験機4

913186 イオンコーティング装置5 振動試験機

65398 頭微フー ジエ変換赤外分光光度計6 雑音総合評価試験機

62097 万能材料試験機7 二次元測定機

573ガス透過率測定装置938 ICP発光分析装置

553ICP発光分析装置769 疲労試験機 (油圧式 )

54567 フー ジエ変換赤外分光光度計10 試料研摩機

54066 表面粗 さ測定機万能材料試験機11

49066 疲労試験機 (油圧式 )自記分光光度計12

489低温恒温恒湿槽6613 フー ジエ変換赤外分光光度計

48965 熱分析装置14 ビデオマイクロスコープ

41960 試料研摩機15 ライ トニングシミュレータ

37760 X線回折装置表面粗 さ測定機16

373蛍光X線分析装置5317 電気マッフル炉

36050 金属顕微鏡18 熱分析装置

35348 雑音総合評価試験機炭素硫黄同時定量分析装置19

35246 白記分光光度計20 画像解析装置
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用目的別利用件数設

(200%)製 品開発

(160%)基礎研 究

4000

(271%)品 質管理

(09%)そ の他

(41%)生 産技術 開発

(61%)吉 情処理

(141%)製 品改 良
(■ 9%)品 質証明

年度別の推移
機 器 数 ,延 べ企 業数 ・ 実 企 業数

轟
報
ｇ
て
劇

・
愚

60 61  62 63 元

1000

800

600

400

200

234567
年 度

●機器数   日延べ企業数 ■実企業数

悪
報
q
Ж

陥
翠 loOo

参考 年度別開放試験機器利用件数・延時間数・延企業数 ,実企業数

年度 機 器 数 延時間数 延企業数 実企業数

60 422 1,721 297 81

61 1,137 6,991 937 175

62 1,686 10,530 1,334 224

63 1,952 14,825 と,690 251

一万 2,399 17,066 1,877 250

2 2,656 23,003 291

3 2,487 19,135 2,019 297

4 2,738 19,502 2,128 265

5 2,884 21,006 2i164 266

6 3,311 26,447 2,402 272

7 3,287 18,338 2,434 296

合計 24,954 178,564 19,414
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(2)依頼試験分析

企業や団体から依頼を受け、材料や製品などの成分分析や各種試験測定を行つています。これ らの業務に迅速

的確に対応できるよう試験機器の整備を図るとともに、試験方法について新 しい技術の習得に努めています。

平成 7年度依頼試験分析実施状況

区 分 項   目 件 数 単 位 数 測 定 名

電気特性の測定 4 4 測 定

周波数測定 4 測定

磁気特性測定 測 定

電 気 ・ 電 子 試 験

温度浪J定 4 48 測定

強度試験 35 248 試料・条件

硬さ試験 10 試料 。測定材 料 試 験

金属組織試験 11 試料・視野

精  密  測  定 特殊測定 測 定

振動試験 61 時間

腐食試験 19 日環 境 試 験

恒温恒湿試験 390 時 間

pH測定 試 料

定性分析 4 成 分化 学 分 析

定量分析 15 117 成分

デ ザ イ ン 指 導 デザイン指導 4 l14 時間

A
計 92 1,035

参考 年度別依頼試験分析実施件数

区分 年度 60 61 62 63 一万 2 3 4 5 6 7 合計

電 気 ・ 電 子 試 験 12 6 12 17 15 10 89

材 料 試 験 15 60 37 56 71 67 41 39 79 35 39 539

精  密  測  定 4

環 境 試 験 21 4 18 14 9 12 20 11 21 145

物 性 試 験

化 学 分 析 20 120 45 51 42 38 22 29 23 14 17 421

食品物性・微生物試験 18 15 9 56

デ  ザ  イ  ン 6 ll 4 47
A

計 47 231 102 141 139 129 100 91 149 86 92 1,307

実 企 業 数 29 76 58 55 44 47 44 38 41 29 35
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3.技 術相談指導

県内企業 における新技術の導入や新製品開発等の高度な技術支援を行 うため、大学教授による特

別技術相談・指導を積極 的に実施す る一方、実践的な現場技術の改善や管理技術等については、豊

富な知識 と長年の経験 を有す る指導員を派遣す る巡 回技術指導制度や技術ア ドバイザー制度 により

対応 しています。

さらに、工業技術セ ンター職員が各専門分野において随時きめ細かな技術相談 に応 じるな ど企業

の要請 に応え るべ く努めています。

また、県内企業の技術者 に対 し、当セ ンター設置試験研究機器の利用を促進す るため、技術講習

会を実施 しま した。

平成 7年度の実績 は次の とお りです。

実 施 件 数 等事 業 名

3,462件技 術 本目 談

24企 業巡 回 技 術 指 導

23企 業 (117日 )技   術  ア  ド バ  イ  ザ

101 件特 別 技 術 相 談

13コ ス (84名 )技 術 普 及 講 習 会 (講 義 。 実 習 )

88人 ,日工業技術振興協会研修へ講師 として派遣

平成 7年度 特別技術相談役指導事業

談
数

相
件

談
数

相
日

指 導 分 野氏  名 職 名

12
電 気工学

パ ワーエ レク トロエクスおよび
電気機器磁界解析

同志社大学工学部教授

(工 学 博 士 )

石 原 好 之

1214
名古屋大学工学部教授

(工 学 博 士 )

よお工
～
刀性塑工希

刀削切・
工

工
加

学
加
殊

工
密
特

械
精
び

機

山 口 勝 美

12 12
計測・制御工学

知識工学、適応制御および
マ ン・ マシンエ学

井 上 和 夫
立命館大学理工学部教授

(工 学 博 士 )

12 12
材料工学

複合材料 (FRP等 )製造技術前 川 善 一 郎
京都 工 芸

繊
(工

授
＞

学
教
士

鰈鞠博

繊
維
学

12
関西大学工学部教授

(工 学 博 士 )

よお料材結焼料材能機料
理

学
材
処

工
属
熱

属
金
び

金

赤 松 勝 也

17 12
ヵヽ

学
学
品

工
品
食

品
食
び

食
栄養 学 (機 能 性 食 品 )お よ
工

安 本 教 偉 学研究所教授
博 士 )

京 都 大学
食糧科
(農 学

17 18標商Ｃびよおンイザデ
ン
の

イ
品

ザ
製

デ
業
成

業

工
作

産

平 澤   逸
創造社デザイ ン専門学校

(専 任 講 師 )
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平成 7年度 技術講習会 (講 義・実習 )

(機械・ 電子 関係 )

(化 学・ 材料・ 食品関係 )

於 :工 業技術 セ ンター

於 :工 業技術 セ ンター

参加人数講 習 会 名 称 実 施  日 内 容

3名10月

2,3,4日

図面寸法の検証等のための二次元計測の原理お

よび測定プログラム作成法
二次元精密測定技術

10月 8日 2次 電子画像情報を利用 した微細表面凹凸状態

の非破壊評価技術

電子顕微鏡による微細

表面形状解析技術

新」ISに よる表面粗さの考え方 と測定評価技術新」ISに 基づ く表面粗

さ測定技術

12月 15日

X線非破壊評価技術 10月 25日 軟 X線透過により材料内部の欠陥を非破壊で検

査・評価する技法

機器・ 部 品等の ラ ンダム振動 お よび衝撃 (正弦

半波・ の こぎ り波 )に よる機械 的強度の評価試

験法

耐振動性・ 耐衝撃性

評価技術 H月 24日

10月 23日 電子機器の耐ノイズ性評価方法 (静 電気・高周

波ノイズ・高圧パルス・高周波振動他 )

ノイズ耐性評価技術

実  施 日 内 容 参加人数講 習 会 名 称

18名赤外 吸収 スペ ク トル

測定技術

H月 24日 有機物質同定のための赤外スペク トルチ ャー ト

の読み方、解析法

H月 16日 有機化合物の高速液体 クロマ トグラフィーによ

る分離分析の理論 と実際

7有機化合物の分離分析

技術

10月 20日 原子吸光分析の基礎理論 と溶液中の元素の定量

分析

1  1原子吸光分析による液

体試料の微量分析技術

X線 回折装置による固

体試料の分析技術

12月 5日 X線 回折法の原理 と無機物の結晶構造の同定 7

ガス吸着法による多孔

質試料の評価技術

H月 22日 ガス吸着法による多孔質固体の比表面積および

細子と分布測定の原理と測定実習

5

10月 6日 蛍光 X線分析装置の原理 と固体試料 中の元素分

析実習

8蛍光 X線分析装置によ

る元素分析技術

残留応力 と残留オース

テナイ トの測定技術

H月 22日 X線応力測定法の原理 と実習
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巡 回技術指導

指  導   班
指 導 事 項

外  部 内  部

実 施

日数
企 業 数業 種 名 地  域

☆ ス ピ ッツ ベ ング の メ カ ニ ズ

ム につ い て

☆ 電 磁 波 ノ イ ズ の 耐 性 の 評 価

技 術 につ い て

☆ ロー タ の 防 振 構 造 を FEM
解 析 す る手 法

☆ プ リ ン ト配 線 用 原 板 の 目詰

ま り防止 対 策

誠

昭

一
雄

英

壽

久

林

林

嶋

崎

大

小

河

森

之

彦

二

幸

一

勝

昌

寛

弘

栄

山

村

瀬

部

上

中

木

月

阿

井

4 4

電  気

市

市

町

津

津

東

大

革

栗

☆ PL法 に姑す る対応 につ い

て

☆加 熱・ 冷 却 システ ムで のス

チ ー ム に よ る熱 量計算

☆乾燥 工程 にお け る熱伝達 の

効率 的な方法 につ いて

☆製 品管理 のため のオ フセ ッ

ト印刷 システ ムの検討

☆ NC加 工 機 にお け る遅廷 回

路 の精度 向上 と制御 方法

☆金、 銀 メ ッキの手法 と装 置

につ いて (プ ラスチ ックヘ

の )

☆ 小 径 加 工 に お け る加 エ エ 具

と切 削条 件 につ い て

☆ 品質 工 学 に よ る デ ー タ 解 析

方 法 (1)、 (2)

雄

一
康

範

郎

三

二

嘉

洋

重

修

仁

俊

省

野

見

西

野

田

瀬

瀬

薮

塩

中

森

臼

野

広

之

進

郎

二

幸

一
久

醐川碑購脚燃脚

中

松

河

月

阿

井

深

9 9

機  械

市

市

町

町

町

津

浜

東

楽

西

草

長

栗

信

甲

進

紀

彦

幸

一
司

吉

昌

弘

栄

栄

川

村

村

部

上

川

松

中

木

阿

井

小

☆誘導 加 熱 に よる ワー クの温

度分 布 測 定

☆ 円高 時代 にお け る新製 品の

開発

☆ メ ッキの 品質 管理 につ いて

☆ ロス トワ ックス にお け る欠

陥原 因 とその対 策

4 田中他喜男

薮 野 嘉 雄

臼 田 仁 郎

高 柳  猛

町

町

町

町

東

西

賀

賀

栗

甲

多

志

4

金  属

月

阿

横

井

山

寛

弘

旺

栄

誠

瀬

部

用

上

下

一
一
幸

美

一

児

☆ 生 産 機 械 の 改 良 に伴 う加 工

治 具 の 設 計 と制 作

☆ 塗 装 工 程 に お け る搬 入 作 業

の 省 人 化 につ い て

☆ 脱 硫 脱 臭 フ ィル タ ー の 乾 燥

方 法 につ い て

☆ モ ー タ ー 騒 音 の 減 衰 に 関 す

る測 定 と評 価 方 法 につ い て

(1)、 (2)

5 範

誠

康

一
夫

修

　

重

洋

俊

野

林

西

見

原

森

大

中

塩

宮

5

化   :浄

八

長

栗

愛

日 市 市

市

町

町

浜

東

知

―-26-一



指   導   班

内  部
指 導 事 項実施

日数
企 業数

外  部
業 種 名 地  域

☆ 自然 素 材 の不 燃 化 につ いて

☆ イ ンターネ ッ トのサ ー ビス

プ ロバ イザ事 業 を開始 す る

ため の留意 点 につ いて

嗣

久

典

裕

茂

素

村

原

村

今

石

中

紀

司

吉

栄

村

川

中

小
草  津  市

能 登 川 町

９

守

つ
冷

そ の 他

2424合  計

一-27-―



平 成 7年 度  技 術 ア ドバ イザ ー指 導事 業

指 導 班

指 導 事 項

業 種

　

　

類分

実 施

日 数

企 業

数

地   域

外   部 内   部

町

町

市

町

東

洲

津

東

栗

野

車

栗

秦  勝 彦

薮 野 嘉雄

秦  勝 彦

青 木正 昭

木村

/1ヽ サII

プトナ||

井 上

昌彦

井 上

栄 司

栄 一

高周 波 電源 の 改 良

新 製 品開発 の指導

IS09000の 認証 取得

圧 力 容 器 の 開発 指導

機  械 19

町

町

東

東

栗

栗

木 谷 聡 生

桂  茂 生

今 道 ・ 松 川

松 川 '今 道

圧 力 容 器 の漏 れ対 策

窒 化 処 理 の 品質 管理

金  属 15

阿部

松本

中村

阿部

弘 幸

正

吉 紀

弘 幸

生 産 管 理 の手 法

食 品包 装技 術 の改善

冷 凍 庫 改修 技 術 指導

フィルム加 工装 置 の改 良

プ ラス

チ ック

22 町

市

町

町

東

津

東

東

栗

大

栗

栗

森 岡忠 美

玉井 博 幸

入 江  稔

森 野修 範

桂  茂 生

宮 原 俊 夫

青 木 正 昭

中 山 勝 之

前 川 。今 道

前 川  昭

材 料 受 入 時 の検 査 法

産 業 廃棄物 の検 定法

巻 取機 の弛 み 除去 法

化   全浄 18 甲

甲

ノ( 日

町

町

市

西

西

市

松 本

松本

松本

松 本

中村

松本

正

正

正

正

一己士
口

正

環 境 適 合 の工 場設 計

生産 ライ ン衛 生 管 理

生 産 ライ ン衛 生 管理

トータルサこテーション指導

冷 凍庫 改修 指導

トータルサニテーション指導

食  品 25 能 登 川 町

甲 南 町

水  日 町

近 江八 幡市

甲 西  町

今  津  町

上 田

上 田

上 田

上 田

青 木

上 田

修

修

修

修

昭

修

正

そ の 他 19
刀
■ 能 登 川 町

長 浜 市

草  津  市

甲 西  町

森 岡忠美

上 田 修

森 野修範

武 田和 忠

櫻 井

松 川

深 尾

櫻 井

淳

進

典久

淳

不 燃 性 建築材 の 開発

食 品容 器栓 の管 理法

漁網 折 畳機 構 の 開発

廃 缶分 離装 置 の改 良

23合  計 H8
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備  考

特 別 技 術 相 談 役 制 度 に つ い て

1.目 的

技術 革新 の進展 に対応 して県 内企業 の技術 開発 力 を高 め、本県 の工業振 興 を図 るため、大

学等 との連携 の もとに、滋賀県工業技術 セ ンター (以 下 「セ ンター」 とい う。 )に 「特別技

術相談 コーナー」 を設置 し、産学 の技術交流 を推進す る。

2.相 談 コーナーの設置

センター内に「特別技術相談 コーナー」 を開設する。

3.相 談 の対象者 は、原則 と して中小企業者 とす る。

4.相 談指導

1)相 談 内容 は、概 ね次 の分野 とす る。

○エ レク トロニ クス関連

(パ ワーエ レク トロエ クス、電気機 器磁界解析 、マ イ クロ コンピュー タ応用技術 な ど)

○ メカ トロエ クス関連

(ロ ボ ッ ト関連 、 自動制御技術 マ ン・マ シ ンエ学 、知識工学 な ど)

○先端加工技術 関連

(精 密加工 、切削加工 、塑性加工 、特殊加工 な ど)

○新素材 ・複合材料 関連

(高 分子複合材料 (FRP等 )、 金属材料 、熱処理 、材料 試験 な ど )

○食品関連

(食 品製造技術 、醸造技術 、バ イオテ クノロジー関連 な ど )

2)相 談指導 には、右 に掲 げ る「滋賀県技術 相談役」 または技術 相談役 が推薦 す る大学等 の

研 究者 お よびセ ンター職員が あたる。

5.相 談 日時

相談 日は月 1回 とし、時間は原則 として午後 1時 か らとする。

相談 の 申 し込 み

相談 の 申 し込 み は、セ ンター技術 第一科 (電 気 ・電子 ・機械 )及 び技術 第二科 (工 業材料

・食品)と す る。

相 談 料

相談料 は、無料 とす る。

6

7
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9

8.事 後指導

企 業か ら事後 指導 の要望が ある場合 は、 セ ンタ ーと技術相談役 は引 き続 き技術指導 を行 う。

申 し込 み の受 付

申 し込 み の受 け付 は、 随 時行 う。

相  談  日専 分  野氏   名 現 職

毎 月第 3水 曜 日
電気工学

パ ワーエ レク トロニ クス

及 び電気機器磁 界解析
同志社 大学工学部

教  授 (工 学博士 )

石 原  好 之

毎月第 2水 曜 日
機械工学

精密加工、 切 削加工、

塑性加工、 及 び特殊加工
名古屋 大学工学部

教  授 (工 学博士 )

山 日 勝美

毎 月 第 3木 曜 日
計 測・ 制 御 工 学

知 識 工 学、 適 応 制 御 及 び

マ ン・ マ シ ンエ 学

立 命 館 大 学 理 工 学 部

教  授 (工 学 博 士 )

井 上  和 夫

毎 月 第 4火 曜 日
材料工学

複合材料 (FRP)、
製造技術

京都工 芸繊維大学繊維学部

教  授 (工 学博士 )

前 川善一 部

毎 月第 2木 曜 日
金 属工学

金属材料、 機能材料、

焼結材料及 び熱処 理
関西大学工学部

教  授 (工 学博士 )

赤松  勝也

毎 月第 2水 曜 日
食 品工学

食 品学、栄養学、

及 び食 品加工
京都大学食糧科学研究所

教  授 (農 学博士 )

安本  教偉

毎月第 1火 曜 日
産業デザ イ ン

エ業製 品のデザ イ ン、

及 び CI商 標作成

創造社 デザ イ ン専 門学校

専任講 師

平 澤  逸
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主 な 技 術 指 導 事 例

◆ 課 題 【開閉

糸内

言 わ

」  I

タ ー

し て

止 め

機 関

動 作 用 紐 の 耐 久 試 験 に つ い て 】

入 先 か ら PL予 防 の 観 点 か ら動 作 用 紐 の 耐 久 試 験 を 実 施 す る よ うに

れ た が ど の よ うに す れ ば よ い か。

Sに は 該 当 規 格 が 見 あ た らな か つ た た め、 「 日本 繊 維 品 質 技 術 セ ン

・ ジ オ テ キ ス タ /rル 分 室 」 に 問 い 合 わ せ た と こ ろ、 関 連 規 格 を 応 用

実 施 す る こ と に な り、 荷 重 、 試 験 回 数 の 目安 が わ か れ ば、 賞 状 枠 の

組 等 で も実 施 した 経 験 が あ り対 応 で き る と の 返 答 が あ っ た の で 上 記

を 紹 介 した。

指 導

◆課 題 【電 気 絶 縁 材 料 の性 能 評 価 につ い て 】

透 明パ ター ン フ ィル ム (500X500mm)上 に貝占られ た透 明 テ ー プ の位

置 精 度 (位 置 ず れ 0.3mmメ 内 )の 確 認 作 業 を 自動 化 した い。

どの よ うな方 法 で行 つた ら良い かり

指 導

◆ 課 題 【熱 風 加 熱 装 置 の 改 善 に つ い て 】

樹 脂 製 シ ー ト製 品 の 熱 風 加 熱 す る 装 置 を 考 え て い る。 ワ ー ク 等 が 変 わ

っ て も、 簡 単 な 調 整 で 均 一 温 度 に加 熱 出 来 る様 に す る に は、 ど の よ うな

方 法 が よ い か。

指 導 計 画 で は、 細 長 い 加 熱 室 の 両 端 よ り熱 風 を 送 り込 み 中 央 部 か ら排 気 す

る構 造 と な つ て い る が、 空 気 の 流 れ に 沿 つ て 温 度 勾 配 が 生 じ、 且 つ シ ー

トの 出 入 り開 口部 か らの 空 気 流 出 や ワ ー ク の 影 響 が 加 わ る た め、 グ ー ト

等 を 受 け て も均 一 温 度 に す る事 は 難 しい。

加 熱 空 気 流 入 口 を 長 手 方 向 に 多 数 配 置 し、 そ れ に 対 応 す る排 気 口 を 同

数 設 け、 且 つ 流 量 調 整 弁 を 設 け、 空 気 の 流 れ を確 実 に コ ン トロー ル す る

方 式 を 取 る。 何 個 ど の ピ ッチ で 配 置 す る か は、 多 く の 要 因 が 関 係 して い

る た め、 理 論 計 算 を 詳 細 に行 うよ り、 試 作 実 験 を 行 い ノ ウハ ウ と して 確

立 す る 方 が ベ タ ー で あ る。

距 離 セ ン サ を 用 い て テ ー プ の エ ッジ 部 の 凹 凸

に よ リテ ー プ の エ ノ ジ を 検 出 す る 方 法 とが 考

画 像 処 理 を 用 い て 行 う方 法 と して、 ラ イ ン

ら フ イル ム に 照 射 し ラ イ ン セ ン サ で 画 像 を 読

部 分 的 に テ ー プ の エ ッ ジ 検 出 す る こ と が 可 能

を 検 出 す る 方 法 と画 像 処 理

え られ る.

型 の 平 行 光 を 斜 め 上 方 向 か

み と る 実 験 を 行 つ た と こ ろ、

で あ っ た。

◆ 課 題

指 導

〔自動 加 工 機

加 工 物 に 沿

変 位 セ ン サ

て い が、 正

変 位 セ ン サ

サ ー ボ 機 構

て い る と考

改 善 され る

い て 事 前 に

の コ ン トロー ル に つ い て 】

っ て 追 加 加 工 を行 う装 置 を 試 作 して い る。 加 工 物 を 測 定 す る

― と加 工 刃 具 とが 位 置 ズ レ を 時 間 遅 れ と して コ ン トロー ル し

確 に 追 従 して くれ な い。 ど う考 え れ ば よ い か。

― の 浪J定 範 囲 を 広 げ る た め の 移 動 装 置 と加 工 す る 刃 具 は 共 に

を使 っ て い る が、 両 者 間 の サ ー ボ 遅 れ の 合 成 が 精 度 に 影 響 し

え られ る。 サ ー ボ グ イ ン を 上 げ れ ば サ ー ボ 遅 れ が 少 な く な り

が、 振 動 が 発 生 す る。 対 策 と して、 直 近 の 加 工 軌 道 誤 差 を 用

遅 れ を調 整 す る フー ドフ オ ワー ド制 御 の 導 入 を 提 案 し、 構 成
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◆ 課 題

指 導

◆ 課 題

指 導

◆ 課 題

指 導

◆ 課 題

指 導

◆ 課 題

指 導

フ ラ ス テ

配 管 中 の

及 び 対 策

フ ラ ス テ

ッ ク 部 品

付 け 、 可

て い つ た

か ら 破 壊

用 い て 行

製 品 デ

2つ の

い が 影

品 質 管

い る。

る 方 法

知 、 両

処 理 方

ツ ク

プ ラ

方 法

ノ ク

に 衝

動 部

と こ

水 撃

う こ

部 品

ス チ

はれ

部 品

撃 的

品 が

ろ 、

力 も

と を

破 壊

品 が

さ れ

り破

チ ッ

と 同

た。

た。

つ い

ル ブ

い る

し た

部 品

の ひ

た 、

の

ツ

に

イこ

ブ

破

半可

才旨

衝

ク

内

当

ラ

損

明

導

撃

菩呂

蔵

た

ス

し

し

に

ノミ

て

損

ク

様

ま

て

開

可

も

に

び

材

】

閉

動

の

当

害1

質

日寺

吉ト

と

た

れ

や

の 水 撃 で 破 損 し た. そ の 原 因

品 が 、 水 撃 を 受 け て プ ラ ス チ

考 え られ る。 振 動 試 験 機 に 取

る 様 に し て 、 加 振 条 件 を 上 げ

が 生 じ た。 そ の と き の 加 速 度

形 状 の 改 良 を こ の 評 価 方 法 を

― 夕 の ぼ らつ き 評 価 に つ い て 】

加 工 方 法 で 製 品 を 作 っ た が、 加 工 精 度 デ ー タ を 取 り加 工 方 法 の 違

響 して い る か 調 べ た い。 ど の よ うな デ ー タ 処 理 を す れ ば よい か。

理 に お け る 統 計 的 方 法 が 」 IS― Z9040～ 59に 定 め られ て

今 回 の 様 な 2つ の 母 集 団 の 母 平 均 に 差 が あ る と い え る か を 検 定 す

は、 」 IS一 Z9049「 二 つ の 平 均 値 の 差 の 検 定 (標 準 偏 差 未

側 )」 を 用 い て デ ー タ処 理 を 行 え ば よ い。 これ に 基 づ い て デ ー タ

法 を 説 明 した。

ヽ
を

届

係

は

類

　

安

【製 品 の ガ ス漏 れ 試 験 の圧 力 につ い て 】

現 在 は製 造 した 製 品 の漏 れ 試 験 を水圧 1 5 kg/cm 2で 行 って い るが、

客 先 か ら空 圧 1 l kg/cm 2で 試 験 す る よ うに要 請 され て い るが 問題 な
い か ф

高 圧 空 気 コ ン プ レ ッサ ー は 高 価 で ユ つ 設 置 届 け 等 が 必 要 で あ る た め、 1
1 5 0 kg/cm 2の 窒 素 ボ ンベ か ら減 圧 して 1 l kg/cm 2に す る 事 を 計

画 して お られ る が、 減 圧 で あ っ て も 1 0 kg/cm 2以 上 の 圧 力 を 作 る の

高圧 ガ ス製 造 に該 当 し、 高圧 ガ ス 製 造 届 出 書 (所 定用 紙 )と 添 付 書

出す 必 要 が あ る。

出 書 等 設 置 に 関す る詳 細 につ い て は、 滋 賀 県 庁 の 消 防 防 災課 産 業保

を紹 介 した。

【フ ン素 樹 脂 の結 晶化 度 の測 定 につ い て 】

製 品 に使 用 して い る フ ッ素樹 脂 の強 度 の違 い の原 因 が、 結 晶化 度 の違
い に よ る もの で は な い か と考 えて い る。 この た め結 晶 化 度 を決J定 し強

度 と比 較 した い。

結 晶化 度 の測 定 法 に は、 X線 回 折 法、 DSC法 、 密 度 法 な どい くつ か

考 え られ るが、 実 際 に個 体 間 に よ る差 な どを測 定 す る場 合 に は、 DSC
法 が 簡 単 で しか も多 くのデ ー タが得 られ るた め測 定 に適 して い る と考 え

られ るゥ

製 品 に 混

製 品 に

も の か 調

採 取 し

分 光 分 析

鏡 の 観 察

に 使 用 さ

一 部 設 計

入 し た

混 入 し

べ 不 良

た 数 ミ

)し て

か ら、

れ て い

を 変 更

て】
が ど の 部 品

た い。

顕 微 FTI
ス チ レ ン で

泡 体 で あ る

ロ ー ル で あ

よ り、 異 物

の 行 程 で

― リエ 変

っ たれ ま

保 温 材 と

た。 これ

とが 可 能

ゴ ミ

て い

対 策

りの

み る

多 孔

る発

す る

イこ

る

を

ゴ

と

質

泡

つ

ゴ

イ〒

ポ

の

ス

レ

ヤ`

い

を

リ

発

チ

イこ

か ら

R分
あ る

こ と

る こ

の 混

も し

析 (

‐ >

も 分

と が

入 を

は ど

微 フ

分 か

り、

か っ

ぐ こ

混 入

換 赤

た 、

して

に よ

に な

し た

外 線

顕 微

製 品

り、

っ た。

く

顕

が

か

分

防
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◆課題 〔

指 導

◆ 課 題

指 導

◆ 課 題

指 導

◆ 課 題

指 導

◆ 課 題

指 導

ホ ッ ト

ホ ノ

い 。

メ ル

め か 、

り、 熱

れ た .

ア

ス

化

分

よ

カロ

し

ら

レ ス 鋼

ン レ ス

分 析 を

っ た h

フ ェ ラ

な ど に

こ の ス

た 。

の 磁 性

鋼 が 磁

行 う と

通 常 、

イ ト系

よ っ て

テ ン レ

い て 】

示 す。 原

ステ ナ イ

ス テ ナ イ

ン レス

'岡テ ン サ イ

の 組 織 観

は 。

系 ス テ

系 ス テ

違 い 、

変 態 が

を 行 う

メ

ト

ト

粘

水

ル ト接 着 剤 の 諸 特 性 に つ い て 】

メル ト接 着 剤 の 流 動 特 性 と熱 処 理 、 熱 水 処 理 後 の 関 係 を 知 りた

フ ロー レイ ト測 定 を行 つ た 結 果、 空 気 中 の 熱 処 理 で は 酸 化 の た

度 が 上 昇 し、 真 空 中 で は モ ノ マ ー が 気 化 す る た め か 粘 度 が 上 が

中 で は、 加 水 分 解 に よ る 分 子 量 低 下 に よ る 粘 度 の 低 下 が 観 沢」さ

◆ 課 題 〔塩 化 ビニ ー ル の 摩 耗 特 性 に つ い て 】

製 品 に 使 用 して い る塩 化 ビニ ー ル の 材 料 変 更 に あ た り、 摩 耗 特 性 の 評

価 を 行 い た い。

指 導   試 験 片 を シ ー ト状 に す るあ 要 は あ る が、 テ ー バ ー 式 とい う摩 耗 試 験 機

が あ り、 比 較 的 フ・ラスチックな どの 材 料 に も適 して い る。 摩 耗 輪 に よ る試 料 の

肖」れ 取 られ る 量 を 測 定 す る も の で、 JISに も規 定 され て い る。 こ の 涙J

定 に よ り、 よ り摩 耗 に 強 い 材 料 の 選 定 が 可 能 に な つ た .

ス

が

お

間

明

め

〔

ム

旋

市

ン

ア

学

か

び

工

れ

イこ

性

オ

オ

ス

マ

ス

ヤっ

を

ア

ル

'岡

因

ト

ト

と

ト

察

ン レ ス 鋼 SUS304で あ る こ と

ン レ ス 錮 は マ ル テ ン サ イ ト系

磁 性 を 示 さ な い。 し か し、 冷

生 じ、 磁 性 が 帯 び る こ と を 説

と、 マ ル テ ン サ イ ト組 織 が 認

家

家

さ

も

Ｉ
．
　

用

の

庭 用 ラ ップ の 製 造 方 法 と装 置 に つ い て 】

庭 用 の ラ ップ の フ ィル ム の 切 断 部 分 は 従 来 は ア ル ミな ど の 金 属 が 使

れ て い た が、 廃 棄 時 や 安 全 性 の 点 か ら よ り優 れ た も の と して、 紙 製

の を 開 発 した (特 許 取 得 済 み )。  こ の 生 産 を 始 め る に あ た つ て、 製

造 方 法 や 製 造 装 置 の 開 発 に つ い て 指 導 の 要 請 が あ つ た。

シ ア ノ ア ク リ レー ト系 の 樹 脂 を使 用 す る た め、 そ の 臭 気 対 策 と して 製

造 装 置 全 体 を 半 密 閉 系 とす る こ と と し、 ま た 活 性 炭 を 使 用 した 脱 臭 装 置

に つ い て 指 導 した。 樹 脂 の 乾 燥 方 法 に つ い て も種 々 の 検 討 を 加 え、 最 終

的 に は 加 湿 加 熱 で 強 制 排 気 方 式 (補 助 熱 源 と して 赤 外 ラ ン プ を 使 用 )と
した。 そ の 結 果 製 造 ラ イ ン が ほ ぼ 完 成 した。

【微量デ ンプンの定量分析 について】

あ る試 料 中 に 混 入 して い る微 量 の デ ン プ ン を 定 量 分 析 した い の で、 方

法 を 教 示 願 い た い。 な お、 PVAが 入 つ て い る の で ヨー 素 ― デ ン プ ン反 応

は 使 用 で き な い。

グ ル コ ア ミ ラ ー ゼ に よ リデ ン プ ン を グル コー ス ま で 完 全 に 加 水 分 解 し、

生 成 した グル コー ス を グル コー ス オ キ シ ダ ー ゼ ー パ ー オ キ シ ダ ー ゼ に よ

る酵 素 法 に よ り定 量 分 析 を行 う方 法 を 提 示 した。

食

あ

が

ま

状

販

口目

る

あ

ず

の

口

中

食

つ

く
レ

糸

を

察

し

イ:〕i

状

イ子

し

の

と

さ

面

つ

の 異 物 の 同

品 中 か ら金

た。 これ が

マ /ク ロ ウ

び れ 等 か ら

比 較 した と

定 に つ

属 製 と

何 で あ

オ ツ チ

ス テ ン

いて 】

思 わ れ る

る か 同 定

ャ ー で 観

レ ス た わ

形 態 的 に

物 が 発 見

ヤ` 。

こ ろ 、 表

端 で あ る

同 じ で あこ ろ

の 異

い た

た と

切 れ

ん ど

れ た と の ク レ ー

状 態 、 光 沢 、 螺

と が 予 想 さ れ た。

た。 次 に 、 異 物 、
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ス テ

し た

ば 同

ぼ 問

ン

>

違

レ

5虫

い

ス

ろ

度

な

た

で

ヤ`

わ

得

も

し

ツ

り

の

市 販 品 両 者 を 電 子 線 マ イ ク ロ ア ナ ラ イ ザ ー に よ り分 析

ケ ル 、 ク ロ ム 、 鉄 、 マ ン ガ ン 等 同 一 成 分 の ビ ー ク が ほ

れ た. 異 物 は 、 ス テ ン レ ス た わ し の 切 れ 端 と 考 え て ほ

と 思 わ れ る。

◆ 課 題

指 導

〔

百

続

な

タ
田

9

を

ら

線

標 識 画 像 デ ー タ の 転 送 に つ い て 】

道 路 に 設 置 す る標 識 を 製 造 して い る が、 標 識 の 画 像 デ ー タ (数 十 ～ 数

WLB程 度 )を ク ラ イ ア ン トとや り取 り して い る。 イ ン ター ネ ッ トに 接

す る こ と に よ り、 ネ ッ トワー ク経 由 で デ ー タ を 転 送 す る こ とが 可 能 に

る の か。

デ ー タ 量 を 20W協 と した ら、 ISDN回 線 で 6 4 kbpsで 接 続 した と して デ ー

転 送 に 1日寺間 ぐ らい か か る。 百 MB以 上 の デ ー タ を や り取 り し よ う と

うの で あ れ ば、 高 速 な デ ジ タル 専 用 線 で な い と実 用 に な らな い で あ ろ

が 、 そ れ で は 費 用 が か か りす ぎ る。 ビ ッ トマ ップ グ ラ フ ィ ク ス デ ー タ

や り取 り して い る よ うだ が、 減 色 ・ 圧 縮 な どで 少 しで もデ ー タ 量 を減

す か、 EPSな ど の ドロー デ ー タ を使 うな ど の 工 夫 を す れ ば、 ISDN回
で も 実 用 に な る で あ ろ う⑮
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4.研 究 (技術開発 )活動

バブル経済の崩壊、急激な円高、さらには価格破壊 と、中小企業を取 り巻 く状況は日に日に厳 し

くなっています。ボーダ レス、グローバル化の時代 と言 うことで、部品の海外調達や海外移転など

海外シフ トが注 目されていますが、やはり「 ものづ くりJの基本は技術、特に独 自技術 と言えるで

しょう。 21世紀を目前にして、中小企業が生き残 っていくためには、中長期的な視点にたった独

自技術力の開発 ,向上がな くてはなりません。

また、知的財産 (特許やソフ ト)を め ぐる問題、 ISO規 格や PL法への対応、環境問題への取

組などが企業の存続にも深 くかかわって くるような時代に入 ったことも十分認識す る必要がありま

す。このような激 しい状況を乗 り越えるためにも、中小企業の技術方向上が欠かせません。

当センターでは地域企業への技術移転を前提に、平成 7年度 も開発研究や応用研究に重点をおい

て、画像処理や 自動化技術、新素材・複合材料の開発 と評価、酵素の利用技術、および新 しいデザ

イン手法について研究を進めました。

(1)研究参与の設置

研究業務に関する指導 と助言を得るため、 6名 の学識者を研究参与に委嘱 しています。

専  門  分  野氏   名 所   属  ・  職

立命館大学理工学部・教授

立命館大学理工学部・教授

立命館大学理工学部・助教授

京都工芸繊維大学繊維学部・教授

京都大学農学部・教授

高度美術表現研究所主宰

FAシ ステムエ学、画像処理技術

制御工学、知 的運動制御

無機化学、錯塩・放射化学

高分子化学、合成化学

タンパク質化学、酵素化学

産業デザイ ン

八 村 広二郎

川 村 貞 夫

小 島 一 男

木 村 良 晴

林  力 丸

濱 崎 修 平
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(2)研究概要

①研究テーマ

7年度は、次の 16テ ーマについて研究参与の指導を得なが ら研究を実施 しました。

研    究 ア マ 研 究 者

電磁波遮蔽材料の特性評価法に関する研究 (1)

画像処理 の利用 による加工組立作業の 自動化の研究

―複数セ ンサを利用 した二次元形状の認識 に関す る研究 一

信楽焼焼成炉 に対す るファジイ制御の適用 に関す る研究

面微細形状 と光学的機能の関係の解明と対応に関する研究 (1)
一エ ンボスマークの可視化 ―

プラスチ ック廃棄物の選別技術に関する研究
―PETボ トル材質表示マークの数字・アルファベ ットの認識一

音響波による機械材料評価技術に関する研究

ロボ ットの知的制御に関する研究 (2)

木村  昌彦

櫻井  淳

川
島
井

上

小
Ｐ
亀

井

督雲
和夫

河村安太郎

月瀬

櫻井

/1ヽ ナll

寛二

淳

栄司

栄一

典久

井上

深 尾

電

子

応

用

・

機

械

応

用

部

門

工

業

材

料

化

学

食

品

・

デ

ザ

イ

ン

部

門

水質浄化用ゼオライ ト系多孔質材料の実用化研究

ゾルーゲル法によるフォ トニクス材料の作成に関する研究

磐磁性縁経孝8型展薬律馬霧を皇警談醤繕亀響迭研究―

塁審履勢懸とゑあ尋甚∠
クスの開発研究(第 1報 )

報第発開のフソ

一

算
発

許術
の
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ソ
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維
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繊
ト
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強

一

離まの膜着蒸ムウエ
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性
／

着
ム

接
ル
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膜
ン

着
レ

蒸
ピ

属
ロ

金
プ

と

り

一

ム
ポ
式

ル
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様

イ
加′領
離

フ
マ
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理
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一　
　
処
ラ
と

て
　
　
マ
プ
析

い

　

ズ
素
解

つ
　

ラ
酸
の

に

　

プ

一
面

巨巖麗折り誓柴V魂士繍 験偽斃舗財影響―

一
９
］究研るす関に

，
発

報
開

７
の

第
法

ζ
手

究
ン

研
イ

る
ザ

す
デ

関
ト

に
ン

化

エ

度
フ

一，の
テ

法
ン

手
イ

ン
一九

イ
次

ザ
二

一ア
一

自然素材 を使 った クラフ トアー トか らデザイ ンヘの展開 に関す る研究

川
藤
嶋
川
　
　
川
島

一即
後
川
松
　
　
一削
小

轟
g召

一男

阿部 弘幸

横井川正美

横井川正美

那須 喜一

中村 吉紀

松本 正

野上 雅彦

山下 誠児
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技術第一科

近年、飲料用ボ トルに代表 されるプラスチ ノク廃棄物が社会問題 とな りその再資源化が望まれている。本研究

では画像処理技術を利用 して、プラスチ ンクボ トル上に表示 された材質表示マークを識別 し、安全で低 コス ト

にプラスチ ックポ トル廃乗物の材質判定を行な うことのできる、 自動判別/選別技術 を開発する。今年度は、

ブラスチ ンクボ トル形状の認識 と角型ボ トルの側面画像の平面化によるマーク形状の正規化技術、カラー入力

画像の効果的な 2値化処理 と材質表示マーク領域の切 り出し処理技術、材質表示マークの文字認識技術などの

研究 と開発 を行なった。その結果、 (1)プ ラスチ ノクボ トルの 3次元形状の認識 と得 られた 3次元形状データ

による材質表示マークの正規化が可能、 (2)カ ラー入力画像の 2値化や色領域の認識には知覚均等色空間上で

の色分解処理が効果的、 (3)色分解により得 られる複数の 2値化画像か らポ トル背景画像お よびラベル背景画

像以外の画像 を選択 し材質表示マークの検出処理を施すのが効果的、 (4)Hough変 換を適用 し文字領域のみを

抽出処理が可能、 (5)数字認識手法 としてチエーンコー ドによる方法を適用 し 1の 認識 を行なった、などの成

果を得た。

電磁波遮蔽材の特性評価に関する研究 (第 1報 )

技術第一科 木村 昌彦 Masahiko Kimura

電磁波シール ド材、電波吸収体の特性評価は材料の段階では比較的容易であるが、電気機器等に適用した状態での評価は困

難なことが多い。そこで、これら材料の特性を知った上で、機器や構造物に適用したときの総合的な評価を実際に試作 しなく

ても、把握できるシミュレーション技法を検討した。ここでは、まずその前段階として電磁界解析 ノフトを用い、閉領域、な

らびに開領域での電磁波の挙動の解析を試みた。

バッチ式ガス焼成炉における焼成工程の自動化に関する研究 (第 5報 )

プラスチック廃棄物の選別技術に関する研究 (第 2報 )

月瀬 寛二

櫻井  淳

ノトサ|1栄 司

廟 ji Tsukise

Atsushi Sakur五

Eiji Ogawa

技術第一科

滋賀県立信楽窯業試験場

立命館大学理工学部情報工学科

小)|1栄 司

中島  孝

亀井 ユ有

井上 和夫

Ett OgaWa

TakashI Nよ 対ima

翠毯tsuati ttei

Kazuo houe

多入力多出力で非線形な特性 を備 え、熟練者が経験 と勘により運転を行つているような制御対象には、フア

ジィ制御の利用は有効な手段である。そこで、焼成炉の制御にファジィ制御 を適用 した自動焼成 システムの開

発 とその有効性の確認を行ってきた。 ここでは、還元焼成工程の終盤におけるエアダンパー開度の小 さな領域

において発生 していた寡囲気 (一酸化炭素濃度)制御の振動への対策 として、エアダンパー操作量の算出に変

換式を導入 した。その結果、還元焼成の全工程において安定 した良好な制御結果を得ることが可能になった。
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透明ボ トルのエンボスマークの可視化 (第 1報 )

技術第一科 河村安太郎 隆wttnura Yasutttou

プラスチ ックボ トル上の材質マークを画像処理を用いて認識 させ材質判別する場合、透明ボ トルの側面に形

成 されたエンポス凹凸マー クは人間の 日でも簡単に判別することが難 しく、そのままでは画像を取得すること

も出来ない。そこで、光の屈折や反射などの光学的性質を利用 したエンボス凹凸マークの可視化について検討

を行い、可視化方法 を見いだす とともに、可視化メカニズムについて知見を得、また可視化像の鮮明化及び大

口径化の検討 と装置の試作 を行ったので報告する。

音響特性による機械材料の非破壊評価技術に関する研究 (第 2報 )

一 超音波表面波による溶射層評価に関する研究 一

技術第一科    井上 栄一 E五 chi houe

音響弾性 を利用 して材料特性値を求めることは、非破壊での瀕1定が可能なため、迅速でかつ全数検査が可能

となる場合が多く、安全性が重視 される今 日においては有効な測定技術の一つ となっている。特に、高周波焼

入れに代表 されるよ うな材料の表面硬化処理層の評価については、芯部 と硬化層における音響弾性の差が顕著

であるため、硬化深 さ等の検 出に適用できる可能性が高く、実際に部品検査ラインで実用化 された例 もある。

我々は、これ ら材料の音響特性測定技術のひ とつである音弾性測定の適用範囲や手法等を調査、研究するこ

とで、より多 くの検査ラインヘの応用に目処がつけば、本県における製造業への技術的供与 も可能 となると考

え、昨年度 よりこれ らのテーマに取 り組むことにした。今回は、 SCM材に溶射 した実験試料の硬化層深 さの

評価を行 うため、表面波法による測定を行った結果、当所におけるシステムでの測定条件等についていくつか

の有効な知見を得たので報告する。

ロボットの知的制御に関する研究 (第 2報 )

技術第一科 深尾典久 Nonhsa Fukao

ロボ ッ トに高速、高精度な制御を行わせ るためには、フィー ドフォワー ド入力が重要な働きをする。本研究

では、フィー ドフォワー ド入力形成のために学習制御法を用いる。一般に学習制御法においては各々の目標パ

ターンについて実際にロポ ッ トを動か して、理想入カパターンを習得する必要がある。 しか しなが ら、例えば

以前の研究で取 り扱 った、ベル トコンベアシステムの様に目標パターンが予め与えられ′ていない場合には、全

ての 目標パターンに対 してフィー ドフォワー ド入力を形成する必要があるため、学習制御法の適用が困難であ

る。 この問題 を克服するために,私達はこれまでに幾つかの入カパターンの補間法を提案 してきた。本年度は ,

手先が岡J性 の高い面 と接触す るロボ ッ トにおける拘束カパターンの補間法を提案する .

プルーゲル法によるフォトニクス材料の作製に関する研究

技術第二科

立命館大学理工学部

Alcira  Maegawa

Kazuo Kolima

前川

小島

日召

一男

金属アルコキシ ドを出発原料とするブルエグル法はセラミックスやガラスの低温合成ととt)に 、通常の固相法では合成でき

ない組成の材料の作製が可能である。また、ファイバー、膜、バルク体などのさまざまな形状のセラミックスを作製できるこ

ともゾルーグル法の大きな特徴の一つである。

一方、次世代の光通信時代を担 うフォ トニクス材料は、従来の方法では作製しにくい組成のものが多く、また高品位のもの

が必要である。そこで本研究はブルーグル法を用いて、フォ トニクス材料の一つである希土類元素含有ガラスのコーティング

膜試料の作製を試みた。その結果、作製したエルビウム含有タンタル酸化物ガラスのコーティング膜試料はアップコンバージ

ョン蛍光特性を持つことが分かつた。
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水質浄化用ゼオライ ト系多孔質材料の実用化研究

(滋賀の新 しい産業づ くり推進事業プロジェク ト研究 )

技術第二科

同

前川

松川

日召  敗 ira Maegawa

進 Susumu Matsukawa

Takashi harnichi

ゼオライ トはアル ミノケイ酸塩化合物で、その機能は吸着、イオン交換、触媒と多くの機能を持っている。その中のイオン

交換は陽イオンの交換反応であり、陰イオンを交換することはできないが、その陽イオンをリン酸イオンと難溶性塩を形成す

る陽イオンにイオン交換すれば、リン酸イオンの吸着除去が可能である。昨年度までに本研究は、この陽イオン交換ゼオライ

トと琵琶湖底質を使用して琵琶湖の富栄養化の原因物質であるリン酸イオンやアンモニアイオンを除去する材料を開発した。

本年度は開発した材料のリン酸イオンの吸着量の向上を図り、リン酸イオンの吸脱着特性を明らかにした。

マ トリうクス樹脂の溶融粘度の成形性への影響について

技術第二科 那須 喜一 Nasu Yoshikazu

熱可塑性樹脂と炭素繊維 (CF)を複合化する際に問題 となる成形条件の決定方法を確立するため、ポ リア

ミド系樹脂を用いてCFRTPを 成形 し、成型時における樹脂の溶融粘度と作成 したCFRTPの 力学的強度

の関係について検討 した。その結果、成形に適 した温度、溶融粘度、成形時間などの因子について、適当と思

われる範囲を決定することができた。

被覆処理材の特性評価に関する研究
―プラズマ溶射材の引張荷重下での特性について一

技術第二科    今道 高志

工業材料の表面改質により、機械的性質の向上、防食効果、新たな機能付与などに役立つ と考えられる。 し

か し、最近の材料の表面改質技術は既存技術に新 しい技術が加わ り複合化・複雑化 してきてし`る。そこで、本

研究では被覆処理材の強度評価、強度向上化技術を明 らかにすること目的とし、航空機産業、造船、電気、 自

動車、鉄鋼、一般産業など広 く表面改質に用いられるプラズマ処理によりWC― Coを 被覆 させた材料を用いて、

引張荷重下での破壊強度および繰返 し疲労試験を行った結果について検討を加 えた。その結果、溶射材の ビノ

カース硬 さは素材の約6.5倍の値 を示 したが、溶射材の強度は素材 より低下 し、ば らつきが大きくなることがわ

かった。また、溶射材 と素材の疲労強度は低寿命側では大きな差は認められないが、長寿命側では明 らかに溶

射材の方が低強度 となることがわかつた。 このことは溶射膜がその機能を果たさなくなった時の素材への影響

が大きいためと考えられる。。

プラズマ処理フィルムと金属蒸着膜との接着性 (||)
一接着性におよぼすWeak BOundary Layerの 影響―

技術第 科 中村 吉紀 Yoshikl Naktalnura

ポ リプロピレン (PP)フ イルムを酸素プラズマで処理することにより、 PPと アル ミニウム蒸着膜 僻1)と の

接着性は大幅に向上する。他方、放電エネルギーが大きい、あるいは処理時間が長いな ど、過処理 となった場

合には、逆に大幅に低下することが明 らかになった。その原因として、プラズマ処理によりPP表面に生成す

る WBL(Weak Boundary hyer、 弱い結合層)の存在が考えられてきたが、直接的な証明は得 られ′ていなか

った。そこで、今回はプラズマ処理によりはく離強度の低下 した PP/Alに ついて、そのはく離面を sT SIMSお

よび Fr― IRいTRJで 分析 した。その結果、両はく離面に PPに 由来する有機層が認められ、 PPが 疑集破壊 を

起こしたもの と考えられた。 さらに WBLと して作用 した層を TEMに より確認 した。酸素プラズマ処理によ

りPPフ ィルム上で PPの部分分解がおこり、 WBLと な りうる層が生成 し、それが PP/Alの 低接着性につなが

ったものと結論づけられた。
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高圧下での酵素反応を応用 した機能性食品素材・医薬品材料の開発

―糖質関連酵素の反応生成物に及ぼす高圧効果と構造変化の把握一

技術第二科    松本  正 Tadashi Matsumoto

圧力により酵素反応生成物の変換を行い高齢化社会に対応 した機能性の物質の生産方法の開発 を目的に、ア

ミロースを基質に膵臓 α―ア ミラーゼを高圧力下で反応 させ反応生成物組成に及ぼす圧力の影響 を検討 した。

実験は、基質に30℃ 、01～ 300MPaに おいてア ミラーゼを 2～ 90分間反応 させ、生成物を高速液体クロマ

トグラフィーにより分析す ることで実施 した。その結果、圧力の増加に伴い生成物であるマル トトリオースの

生成比率が著 しく増加 し、マル トースの比率が減少 した。また、300MPaに おいて30分問処理 した酵素を用い

て常圧で反応 を行 ったところ、加圧処理を行っていない酵素 と同 じ生成物パターンを示 した。 これに対 し、反

応温度 を変化 させた ところ、温度は生成物の比率に影響を与えなかった。本結果は圧力により可逆的に酵素の

反応パターンを変換でき、機能性のオ リゴ糖製造の可能性 を示唆するものである。

マルチメディア・デザイン・ネットワークに関する研究 (第 1報 )

インターネッ トによるデザイン情報発信基地の構築

技術第二科   野上 雅彦 Masahiko Nogalni

インターネ ットの急速な普及により地理的要因を越えたコミュニケーション手段が確立されつつあり、これ

を利用 した情報発信によリデザイン啓蒙 。交流 。活性化を図ると共に、ネットワークを利用 したコミュニケー

ション・デザイン技術の開発を行 う。

本年度は、情報発信のためのプラットホームとしての World Wide Webホ ームページの作成を行 うと共に、

その構築技術の検討を行った。ホームページの作成にあたつては、対象とするクライアン トのスペ ンクなどの

ガイ ドラインを設ける必要があり、そのガイ ドラインの設定をまとめているc

自然素材製品の開発 (そ の 3)

技術第二科   山下 誠児 Setti Yttashtta

琵琶湖岸に生癌、す るイネ科植物であるヨシには、水質改善の作用があることが知 られ′ているが、多年性であ

るため毎年刈取 りが必要である。特に滋賀県では平成 4年 に 「ヨシ条例」を制定 し、 ヨシ群落保全のため、積

極的にヨシの刈敗 りを行 うこととしている。

ヨシを用いたクラフ ト製品の開発の一環 として、平成 5、 6年度は、点・線・面の表現について検討 し、そ

れ らの表現方法を応用 して ヨシのオブジェを試作 した。本年度はヨシのイメージを主題 とした照明器具の開発

を行なった。 ヨシの茎・穂などをガラス繊維に挟み、樹脂で固めて照明のシェー ドに した。本照明器具を 10
0個作製 し、琵琶湖岸で開催 された 「月取祭」のイベン ト (び わこデザイン文化協会主催)に出展 し、実際の

照明に用いた。
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(3)共 同研究 。研究委託および研究生等受託

①共同研究

②研究委託

担  当 科期    間機  関  名 研  究  テ マ

技術第一科3.4.1～ 8.3,31
信楽焼焼成炉に対するファジィ制御の

適用に関する研究

立命館大学

滋賀県立信楽窯業

試験場

6,4.1～ 技術第一科高分子系廃棄物の高度利用技術に関す

る研究

近畿地区公設試験

研究 7機関

7.9.8～ 技術第一科学習制御法を用いたロボットの制御に

関する研究

グンゼ株式会社

技術第二科6.4.1～機能性薄膜の精密コーティング技術大阪工業技術

研究所

技術第二科6.10.15～立命館大学 ゾルーゲル法による非線形光学ガラス

の作製と評価に関する研究

技術第二科7.4.1～立命館大学 高圧下での酵素反応を応用 した機能性

食品素材・医薬品材料の開発に関する

研究

期   間 担  当 科研 究 テ マ委 託 先

技術第二科6.13～ 8.2.20龍谷大学 水質浄化用ゼオライ ト系多孔質材料

に関する研究

技術第二科水質浄化用ゼオライ トヘの環境水中

のリンの吸着機構の解明とその実用

化に関する研究

3.20滋賀大学

技術第二科7.5.31～ 8,2.28立命館大学 糖質関連酵素タンパク質の触媒反応

と構造に及ぼす圧力の影響に関する

研究
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③県内商工関係四場所技術研究会

商工関係四場所 (工業技術センター、信楽窯業試験場、繊維工業指導所、機械金属工業指導所)が

互いに密接な連携を図り、県内企業の技術ニーズに適合 した試験 。研究・指導事業を実施 していくた

め、昭和 63年か らコンピュエタ利用研究会 と材料技術研究会を設置 しています。

平成 7年度の活動状況は次のとおりです。

ヨンピュータ利用技術研究会 (公設試ネ ッ トワーク研究会 )

8,2,8 8. 3.277. 5.26 T.10,13実 施 日

本  庁 本  庁 本  庁 本  庁開催場所 工業技術

センター

材 料 技 術 研 究 会

2実 施 日 7.5.10 7.10.11

機械金属工業

指導所

工業技術セ ン

ター

信楽窯業試験

場

開催場所

①研究生受託

期  FR3 担  当 科機  関 名 研 究 テ マ

5。 31 技術第一科日本 ジョン 。クレー

ン株式会社

メカニカル シールの熱歪み解析

7.5。 25～ 7.8.22 技術第一科タカタ株式会社 自動車用安全装置、幼児拘束シー ト

の有限要素解析による応力解析 と最

適形状の研究

5,31～ 7,7.31 技術第一科兵神装備株式会社 モーノポンプ駆動機をポンプ本体の

二に配置 した架台及ぴベースの振動

のモーダル解析と最適構造の研究

7.12112～ 8,3,29 技術第二科株式会社 宣広社 インターネ ットのシステムとホーム

ページ作成について
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⑤海外研修生受託

⑥学外実習生受託

研 究 テ ー マ 担 当 科期   間
国  名 氏   名

技術第一科8.17～ 8,3.21田回メソッ ドによる切削

加工条件の最適化評価
ブラジル シ

゛
ュリオ・ セザール

・ベ ン ト・ リベイロ

担 当 科期   間氏   名大 学 名実 習 テ マ

技術第一科

14

大西 優作龍谷大学理工学部イメージリーダーの制御プログラ

ムの作成

技術第一科大野 真史WWWサ ーバの学習および図書検

索ソフ トの作成

技術第二科巖  幸人セラミックスに関する基礎試験

技術第二科岡  純司有機化合物の赤外分析 による評価

方法
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(4)研 究発表等

①学会誌等発表

学 会 名 学 会 誌 発 表 者発 表 題 名

電 子 情 報 通信
学 会

電子情報通信学会誌
D― Ⅱ Vol.J78-D― Ⅱ
No.8,pp.1176-1183

月瀬 寛二
他

評差
法

誤
出

化
抽

子
分

量
線

の
く

換
づ

変
基

フ
に

ハ
価

The American
lnstitute of
Physlcs

Applied Physics
Letter, Vol.67,
No.23,p.3423-3425,
1995

前 川 昭
他

Green upconversion
fluorescence in Er3キ _

doped Ta205 heated gel

立 命 館 大 学 理 工 学研
究 所 紀 要 ,第 54号 ,

p.61-70,1995

前 川 昭
他

ゲ
有
作

一
含

の

ル
子

ル

ゾ
粒

ゲ

ル法 に よ る金微
バ ル ク状 シ リカ

製

今 道 高 志
他

破

性

て

の
ん

い

素

じ

つ

イ
壊

に

ケ
破
性

化
び
存

炭

よ
依

結

お
度

焼
度
温

圧
強

の

常
壊
値

日本 材 料 学 会 材 料 ,

Vol,44,N
p,755-76

５

１

０

・１

01,
995

日本 材 料 学 会 材 料 ,

Vol.45,N
p.268-27

０

＾
６

Ｒ
υ

〔
υ

，

９

３

１

松 本  正

他

高すぼ及ｒド性

果

存
効

保

の
の
理

物
処

漬

圧

IEEE Trans,on
Magnetics
Vol.31,No.3,pp1916
-1919,May 1995

井 上 嘉 明
他

Mgnetic Field Analysis
in shaded Pole Motor
Taking skewed siot
Effects into Account

IEEE

中

村

山

中

敏
紀
他

仁
吉

繊維学会 繊 維 学 会 誌
Vol.52,No.1,
p.12-17,1996

液晶 ピ ッチ系炭素繊維 ―

アル ミナ繊維 強化 一方 向
ハ イブ リッ ド複 合材料 の

曲げ特性
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②学会等研究発表

年 月 日 発表者会   場主催 機 関 ・ 名 称発 表 題 名

1995。

5.25
深 尾 典 久

他

際国屋
場

古
議

名
会

The IEEE Robotics an
d Automation Society

1995 1EEE Internatio
nal Conference on Ro
botics and Automatio
n

A Time― Scale lnter
polation for lnput
Torque Patterns o
btained through Le
arning Control on
Constrained Robot
Motions

1995。

7,  7 郎

二
　

司

太
寛

淳
栄

村
安
瀬
井

川

河
　
月
櫻
小

兵 庫 県 民 会

館
高
第 △

ム究研子
△
ボ
△刀

学
高

子
回

分

４‐

う
識
質

，

伴
認
材

用

を
置

ク
適

み
位

ツ
の

歪

の
チ

ク

の
形

ス

一

中
図

ラ

マ

像
徴
プ
示

画
特
て
表

1995.
9.28

前

松

昭
進
他

学

市

大

知

知

高

高

第

会
39回 粘 土 科 学 討 論ら

ク

か

ツ

灰

ミ

成

ラ

焼

セ
一
質

成

石
孔

生

谷

多

の

大

の

ス

1995,
9.28

那 須 喜 一

他市本
都
見

京
京
場

東
京
会

4th 」APAN interRati―
onal SAMPE symposiu皿
& exhibition

Thermoplastic poly
lttlde based CF
composites
― Preparation and
properties―

1995,
9.28

今 道 高 志

他市本
都

見

京
一爪
場

東
東
会

4th 」APAN internati―
Onat SAMPE symposiu皿
& exhibition

Temperature depen―
dence of fracture
strength and frac―
ture toughness Of
sintered silicon
carbide

前 川 昭

他
1995,
9.29学

市
大

知
知

高
高

第

会
39回 粘 土 科 学 討 論琵琶湖底質 の性状

1995,
11.4

深 尾 典 久

他
明 治 大 学

(川 崎 市 )△
パ

会
演

学
講

卜
術

ツ
学

ボ

回
口
〔６

本

１

日
第

Motion Based Contr
oと の試 み

1995,
11,5

深 尾 典 久

他

学

市

大

崎

治

川

明
て

日本 ロボ ツ ト学会

第 13回 学術 講演会

接触環境 にお けるロ

ツ

一ヒ

ボ

ス
換

トモ ー シ ョンの
― ドパ ター ン変

1996。

3。 13

前

松

昭
進
他

福
九
学

岡市
州 産 業 大

第 30回 日本 水 環 境 学
会 年 会

ゼ
よ
オ

の

理

に
イ

ン

処
体

ム
オ

換
孔

ウ
イ

交
多

二
酸

ン
ト

モ
ン
去

オ
イ

ン
リ
除

イ

ラ
ア
と
着

陽
オ
る

ン
吸

前

松

昭
進
他

東
青
学

京都
山学 院大

1996.
3.29

日本化学会第 70回 春
季年会

石
質

成

谷
孔
合

大
多

の

一 頁 岩 か ら の

セ ラ ミ ッ ク ス
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発表者主催機 関 。名称 会   場 年 月 日発 表 題 名

松 本 正

他
日本 材 料 学 会 高 圧 力

部 門 委 員 会 第 7回 公 開
シ ン ポ ジ ウ ム

料
市
材

都
本
会

京

日
学

1995
4。 19

存

理
保
処

の
圧

物
高

漬
す

性 に及 ぼ
の効 果

山

市

王

屋

ラ

古

ブ

名

ル

1995
5.12

中村 吉 紀イ
理
着

フ
処
蒸

ン

マ
ム
性

レ
ズ

ウ
性

ピ

ラ

ニ
着

ロ
プ

ミ
接

プ

の
ル
の

リ

ム

ア

と

ポ

ル
と
膜

本

ラ

２

日
プ

第

学
ズ

8

学
会
科
会

興
料
究

振
材
研

術

マ
回

日本 接 着 学 会

第 33回 年 次 大 会
吹 田市
関西 大 学

1995
6.22

中村 吉 紀
他

酸素 プラズマ処 理 に
て
成

つ
生

て

よ

に

い

PPフ ィ ル ム 上

す るWBLに つ

札 幌市
北 海 道 大 学

1995
8。   1

松 本 正

他
ブ タ膵 臓 α一 ア ミラ
ー ゼ (PPA)の マ ル ト
オ リ ゴ糖 反 応 生 成 物
に及 ぼす 圧 力 の 影 響

日本農芸化学会
1995年 度大会

1995
9。 28

今道高志
他

4th 」APAN internati―
onal SAMPE symposium
& exhibition

市本
都

見
京
京

場

東
東
会

Evaluation of
Weibull paratteters
for static streRg―
ths of ceramics by
Monte Carlo simul―
ation

つ くば市
工 業 技 術 院

1995。

11,10
松 本 正

他
ブ タ陣臓 α―ア ミラ
ーゼ (PPA)の マ ル ト
ヘ キサ オース加水 分
解物組成 に及 ぼす圧

力 の影響

日本 高圧力学会
第 36回 高圧討論会

1996
1.22

松 本 正

他
立 命 館 大 学 ― プ リテ イ

シ ュ コ ロ ン ピア大 学

合 同 シ ンポ ジ ウム

学大

市

館

津

命

草

立
Effect of pressure
on the composition
of hydrolysate of
maitooligosacchar―
ides catalyzed by
Porcine Pancreatic
α―Amylase
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③工業技術連絡会議関係研究会等発表

会   場 年 月 日 発表者発 表 題 名 主 催 機 関 ・名 称

ホ

児

際

鹿

国

＜

島

ル
，

霧

テ
島

1995,
9.  8

井 上 栄 一超
面

て

音波 に よる材料表
層情報解析 につい

工 業 技 術 院連 絡 会議
電子 連 合 部 会

第10回 コンヒ
°
ュータ応用分科会

音 響 振 動研 究 会

松 本 正

他畿
学
近

工
部

命

中
生
会
会

連

部
部

技
合
方

工
連

地

兵 庫 県
赤穂 郡

1995。

10.24
ブ タ膵臓 α一 ア ミラ
ー ゼ (PPA)に よ るマ

ル トオ リゴ糖 加 水 分

解 生 成 物 組 成 に及 ぼ

す圧 力 の影 響
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(5)職員の技術研修

①中小企業大学校への派遣

②工業技術院関係会議

派 遣 者 名期 間研 修 コ ス

7.6.28～  7.25 今道 高志中小企業技術指導員研修課程  電子技術   1カ 月コース

井上 嘉明7.10.11～ 11.13公設試験研究機関管理者研修  3日 間コース

中村 吉紀8.1.24～  1.26事例研究短期研修課程   3日 間 コース

出開催地 期 間会
松本  正石  川 7.4.20～ 21方合部会 近工技連生
中村 吉紀和歌 山工 連合部

7.5.23～ 24 河村安太郎福  井工 金 連合
中山 勝之富  山 7.6。 1～ 2工技 総 会
前川  昭7.6.15～ 16甲 府工 連 源環境連 総 会
中高  松 訂.6.19～ 20工学連合部工

松川  進大  阪 7.6.22工技連機械 連 会近
野上 雅彦重 7.6.22～ 23工技連物質工学連 会デザイン分科

松本  正福  岡 6.28-30工 連生命工 連 総 会
木村 昌彦京  都工 連 電 連合部会 会
横井川正美大  阪 7.7.5会近畿地方工学・ 源 環近工連
河村安太郎大  阪近工連企画 員会ネ ッ トワーク検 会

井
上

櫻
井 栄

淳

一

7.9.6～ 8鹿児島工 連電子連合部会 コンピュータ応用分科会

深尾 典久奈  良工 金属 地
河村安太郎7.10.2～ 4岡  山工 連 演J プ メカ トロエクス

二
夫

寛
知員

瀬
藤

月
佐

奈  良 7.10.4近工連 テ クノ リサーチ ヨンフ ァレンス

郎
司

太
栄

安村
川

河
小

大  阪近工連企画委員会ネットワーク 委員会

阿部 弘幸大  阪連物 工 近畿地方
櫻井  淳大  阪 7.10.12工 技 電 連 会近畿
小川 栄司７

１トワーク研近工連企画委員
了.10。 18～ 20 横井川正美宇都宮工 工 連 会

木村 昌彦京  都 7.10.19～ 20工 連 連 EMC
阿部 弘幸7.10.24～ 26松  山正 連 工学 子分
松本  正兵  庫 0 6工技連生 工 連合部会中 近 地 会

井上 栄7.10.26～ 2訂会機械分科工技連機械金属連フ

松川  進大  阪地方 会金属連合工

野 上つくば 7.11.20～ 22工学連合部 ア イ ン 会工 連
今道 高志名古屋 7.H.28～ 29劣写36 研究機 当者
小川 栄 司大  阪 7.12.5近工連企 トワーク
山下 誠児7.12.5奈  良工 工 デザイン
佐藤員知夫大  阪 7.12.6近工連企 会次世 ・生産・経営研究
′ サ|| 栄 司8. 1.24トワーク近工連企画

郎
夫

太
知

安
員

村
藤

河
佐

大  阪 8.2.9画委員会 計・生産 。経営研

笠藤員知夫WG連企画 員
横井川正美大  阪 8. 2.29工 連 会
中村 吉紀
小川 栄司

福 井 8.3。 14～ 16近工連企画 員会ネ ッ トワーク研究会

前川  昭つ ば 8.3.21～ 22正 連 シ ン ジ ム

横井川正美神  戸 8. 3.27畿工 連 源 連
小川 栄池  田近工連総会
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③その他の技術研修等

出 席 者 名開η 期    間

松本  正7.4.20～ 21:員 会会 圧 力
井上 栄一大  津 6. 4.20PL

蓉老 香一　士
心

京  都 0破壊力学講習会

松本  正草  津 1・ UBL研 究立

山 勝之7.6.14～ 16フ ―ラム全国研究工

深尾 典久長  野 7インテリジェラト生産システム研究会
木村 昌彦大  阪 7. 7. 4電子材料測定 シンポジウム
櫻井  淳大  阪 呈.7.11AVSカ ンファレンス
野上 雅彦
山下 誠児

車  津 7. 7.28マルチメデ ィア研究会

松川  進東  京 7.9.20～ 21研 究
深尾 典久京  都 7.9.22ロボッ トの有効利用研究会

馨客 膏士
東 一爪 7.9.24～ 28第 4回 SAMPE先 端材料技術国際会議

7. 9.25 月瀬
櫻井

一
こ
欅

寛大  阪ラスチ ック加工技術会

7. 8.30大  津技術研究会インター
木一爪 都研 会電気学会 磁 工

小川 栄司
野上 雅彦

大  津 7. 9.29インターネ ッ ト利用技術研究会

川
村
部
須

松
中
阿
那

進
紀
幸

一

吉
弘
喜

7.10.3車  津マイクロマシエングに関するセミナー

川   昭7.10.3京  都会第 8回 シ ン ジウム日 セ ラ
ヽ
ヽ
ヽ ク

深尾 典久7.10.5～ 6京  都イ シンポジウム第 2
士
′ビLヽ7.10.H～ 13神  戸SR

中山 勝之京  都京都品質工学研究会
前川  昭横 浜 7.10。 24～ 25ガラスフォ トニクス材料検討会
深尾 典久川  崎 7.H.3～ 5ロボット学術学会講演会

7.H。 6～ 7 中村 今道兵  庫SR 利用関連技術国際会議

山下  誠児つくば 7.H.15～ 17人間工学 シンポジウム
阿部 弘幸東  京 7.H.29～ 30第 4回 ポ リマー材料 フォーラム
山下 誠児仙  台 7.11。 3095国 際デザイ ンフェア inみやぎ

7.12.4 小川 栄司車  津イ ンテ リジェン ト制御技術研究
中村 吉紀ジウム 吹  田 7.12.5～ 6ネットワー リマーに関す る国際シン

開明熊印
士心

嘉
太
高

安
上
村
道

井
河
今

草  津
ワ
‘立命館大学第 5回 SRフ ォーラム

河村安太郎
小川 栄司

大  津インターネット利用技術研究会

中山 勝之東  京 8,1。 17化 フ ―ラム公設試交流健康福祉
月瀬
/1ヽサ||

二
司

寛
栄

東  京 8.1.22～ 23ビジュアリゼーション カンファレンス' 96

鉾坐 薙屡奈 良 8.2.14～ 15全国公設試メーサンタコスト[JP iu」 オフラインミーティンク
゛

山下 誠児大  山福祉用具産業化 フォーラム
今道 高志8. 2.23「破断面の観察による破損原因の調べ方」セ ミナー

川
村
道

松
中
今

士
口

高

進
紀
志

草  津 8.3.1第 3回 SR研究会

櫻井   淳東  京 8.3.20～ 21第 9 コンピ ビジョン 会

木村 昌彦東  京 3.H～ 13E WI C Standard & Technology Seniner

前川  昭福  岡 3.12～ 15水環境学会
今道 高志名古屋 15
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④海外派遣

⑤大学派遣研修

氏   名派 遣 先 期    間派   遣   目  的

ツン方
゛

イント
゛

°―ル、
シア

ホ
ネ

3 井上 嘉明
香舅桑藁概墨会策替り写ヲ逮震察攪縞基闇耳

本

7.10。 17～ 10.27 中村 吉紀へ ルキ ―゙

卜
゛
イツ

欧州における産官学の連携 と技術移転の状況に
ついての調査

メキツコ、フ
゛
ラン
・ル

,

7ルセ・ンチン
7.10.25～ 11 木村 昌彦リオ・ク

゛
ランテ

゛
・ド・スール州 との交流協議および海外技

術研修員の事後調査

フ
゛
ラン

゛
ル 7.10.31～ H.17 月瀬 寛ド・スール州 との共同研究についての調

議
リオ・ク

゛
ラ

査およ
ンテ
び

９
協

氏   名派   遣   先 期    間研  修  テ マ

7.4.7-i4〕
il稔

'

阿部 弘幸立命館大学理工学部応用化
学系

機能性微粒子の改質加工技術
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5 広 報・ 情 報 提供

(1)創 立 10周 年 記念事業 の開催

産 ・学 ・官 の交流機 会 の創 出 と科学技術 の啓発 普及 を図 る こ とを 目的 に科 学技術振 興

プラザ を毎年度 実施 して きま したが、平成 7年 度 は工 業技術 セ ンター創 立 10周 年記念

事 業 を (財 )滋 賀県工 業技術振 興協 会 と共催 しま した。 (詳 細 は、協 会事 業 の 8.10
周 年記念事 業 を参照 くだ さい。 )

(2)刊 行 物 の発 行

①技術情報誌「テ クノネ ッ トワーク」

紙面 をビジュアルに刷新 し、工業技術セ ンターの「活用法」「試験研究機器紹介」

をは じめ、「研修 ・セ ミナーのお知 らせ」、「センターニュース」等企業 に役立つ情

報の提供 に努め、県内企業お よび関係機関、団体等 に配布 しま した。

○発行 :年 6回 (5、 7、 9、 10、 1、 3月 )VOL.32～ 37 部数 :各 2,500部 (振 興協会 と合同発行 )

②業務報告書

平成 6年 度の工業技術 センター業務活動の年報 として、第 9号 を発刊 しました。

内容は、業務概要、施設、設備、組織、予算等 を中心 にまとめた もので、主 に行政

・試験研究機関、関係団体等へ配布 しました。

○発行 :11月  部数 :600部
③研究報告書

県内企業への技術移転 を目指 した応用研究 を主軸 に、併せて先導的な研究実施 を目

的 とする「工業技術 セ ンター研究指針」 にもとづ き、メカ トロニクス応用の自動計測

システムの研究、複合材料 の評価 に関する研究等 に取 り組んでいますが、これ ら研究

成果 を広 く県内企業 に普及するとともに、技術指導等の基礎資料 としての活用 を図る

ため、平成 6年 度研究報告 として とりまとめ、主 に行政・試験研究機関等へ配布 しま

した 。

○ 発 行 :11月  部 数 :600部
④ その他

当センターの利用促進 を図るため、「試験研究機器等一覧」等 を作成 し関係機 関、

県内企業等へ配布するとともにセンターに常備 しました。

(3)工 業技術情 報 資料 等 の収集・ 提供

工業技術 に関す る図書 、雑誌 お よび資料 を備 え、県 内企業へ の閲覧 。貸 出 に供 す る

ための体制整備 に努 め ま した。

所 有 図書 :図 書 :約 9,700冊  雑誌 :約 100種 類  日本工 業規格 :全 部 門

情報検索 :」 OIS(滋 賀県工 業技術振 興協 会 にて運用 )

PATOLIS(発 明協 会滋賀県支部 にて運用 )

(4)見 学 者等 の対応

開設以来 、施 設、機 器 、運営等 につ いて、海外 を含 め、県 内外 か らの技術 者 、経 営者 、

行政 関係 者等 の多数 の視 察 、見学 が あ ります。

平成 7年 度見 学状 況

区 分 件  数 人  数

県 外 (海 外 含 む )団 体 等 10件 161人

県 内 団 体 等 11件 209人

計 21件 370人
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(財 )滋 賀 県工 業技術 振興協会 の活 動

1.概 況

2.理 事会・運営委員会の開催

3.専 門部 会 の 開催

4。 人材育成事業

5。 技術情報収集・提供事業

6.技 術 。人的交流促進事業

7.産 学官交流促進事業

8。 10周 年記念事業



■ 概 況

人材育成、技術情報収集・ 提供、技術 。人 的交流、産学官交流促進の 4つ を主な事業

とす る当協会 は、工業技術セ ンター と表裏一体の協力の もとに本県工業技術の拠点 とし

て企業ニーズに可能な限 り対応すべ く、 それぞれの事業の内容充実 に努めま した。

本年度 は、従来 の事業 は もとよ り、 当協会および工業技術セ ンターの 10周 年 という

ことで、工業技術セ ンター と一体 とな り、 10周 年記念事業を開催 し、 当協会、セ ンタ

ーのア ピールに努めま した。

2_ 理 事 会 挺藝 虐孝 雲辱 安妻垂壬業 ご
=)『

冒寵筆

3 導妻 F可 嵩下 ≡普 ヴ)F厨 ■埜

開  催  日 会  議  名 案議

ハ
ポ

，回

事

１第

理

て 平成 6年 度事業報告および収支決算 に

つ き、議決を求めることにつ いて

役員 (理 事、監事 )の 任期満了に伴 う

後任役員の選任を求め ることについて

理事長および副理事長の互選につ いて

常務理事を選任す るにつ き同意を求め

ることについて

第 1号 議案

第 2号 議案

第 3号議案

第 4号議案

平成 7年

6月 12日

平成 8年

3月 7日

理 事 会

(第 2回 ) 平成 7年 度収支補正予算 につ き、議決

を求め ることについて

平成 8年度事業計画および収支予算 に

つ き、議決を求め ることについて

第 5号議案

第 6号議案

開 催  日 吉【 内 容

工 業材 料 ・平成 7年 度研修実施状況 について

・ 平成 8年 度技術研修計画 につ いて

平 成 8年

3月 21日

電子・機械 。平成 7年 度研修実施状況 について

,平 成 8年 度技術研修計画 について

平 成 8年

3月 15日

・平成 7年 度研修実施状況 について

,平成 8年 度技術研修計画 について

平成 8年

3月 22日
食   品
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4 _人 材 百訂 必こ聖妻 業

「 企 業 は人 な り」 を実 践 す るた め、 各技 術 分 野 にわた り研 修 講 座 を設 け、 企 業 の求 め

る実 践 的か つ 高 度 な研 修 を め ざ し、 理論 と実 習 の両面か ら研 修 内容 を充 実 して 実施 しま

した。

(1)短 期研修

本年度は 12講 座を実施 しま した。

12講 座の受講者 は 219名 で、大企業 は 39.7%、 中小企業が 54

で、地域別の割合では、湖南 ,甲 賀・ 中部で 84。 1%を 占めています。

昭和 60年 か らの受講者累計 は 2, 612名 に達 しています。

①実 績

4%の 割合

実 施 年 月 日 講    座    名 受 講者 日 数

5,26～  6.16 金 属材 料 と熱 処 理 講座

名 日

時 間数

時 間

27.5

プ ラスチ ック射 出成 形加 工 技 術 講

座

20 34.07.6。 15～  7.11

プログラマブル・ コン トローラ

基礎講座

(PLCによる自動化・省力化技術入周講塵)

1呈 33.57.6.26～  7.18

4～ メ カ トロニ クス基礎 講座 28 11 44.0

18 24.57.9,20～  10.2 プラスチ ック材料の利用技術講座

7.10.16～  10,24 自動 化 の ため の セ ンサ技 術 講座

名

14

日 時 間

2115

H.7～  12.H 情報ネ ッ トワークの基礎講座

7.10,5～  12,5 メ カ トロニ クスの ため の C言 語講

座

14 !7
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受 講 者 日 数 時 間数実 施 年 月 日 講    座    名

時 間

25,0

名

25

日

67.H.27～  12.14 機 械 加工技術 講 座

168.1,25～  2.16 メカ トロニ クス実用講座

一各種メカトロモツ
゛
ュールの利用方法 一

31.5パ ソ コ ンイ ンター フ ェイ ス技術 講

座

106-   2.22

13 13.5食 品技 術講 座8。 2.23～  3.1

91219計 12講 座

②企業規模別受講者数

③地域別受講者数

計大  企  業 中 月ヽ 企 業 そ  の  他

13名 219名87名 119名受 講 者 数

5,  9 100. 0比  率 (%) 39. 7 54. 4

計甲  賀 中  部 瀕  東 湖 湖  西 そ の他湖  南

304畜 15名 13名 5名 2名 219名受 講 者数 109名 名

100.013

'ヒ

Ξ率  (%)
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(2)長 期研修

長期研修 は大企業が 4名 、 中小企業が 15名 、 と中小企業の受講者が昨年度 よ りも増

加 しま したが、定員の大企業の受講者が大幅に減少 し、定員 には達 しませんで した。

地域 的には湖南が 10名 、 甲賀・ 中部で 5名 と近隣地 区か らの受講が 目立 ちま した。

実  績

時 間数受 講 者 日 数講 座 名実 施 年 月 日

5
日

6
時 間

202
名

９機 械 システ ム学科4.20～   H.30

内  容

1回 =3時 間 他 に宿 泊研 修 1回 実施

生回オ リエ ンテー シ ョン 1回

3回機械力学

2回機械力学 (演 習 )

4回材料力学

4回材料力学 (演 習 )

3回材料強度

2回材 料 強 度 (実 験 )

強度設計の基礎

4回強度 設計 の計算 法

5回材 料 と加 工

4回熱工 学

2回システムエ学

機械 システム設計

7回設計演習製 図 (実 習 )

機械設計 40回

4回自動 制御

2回自動 制御 関連 実験

自動 制御

4回アナ ログ電子回路

4回デ ジタル回路

3回セ ンサ ー (実 習 )

4回アクチ ュエータ (実 習 )

3回ヲ
`ロ

グラマブルコントローラ(PC)に よる自動化 (実 習 )

メカ トロ

システム  24回

2回工 場 見学見    学 2回

67回合 計
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5 技 術 情 報 収 集

。

提 供 事 業

県 内企 業 が 求 め る技 術 情 報 をオ ンライ ン端 末 機 に よ り、 迅速 に提供 す る と と もに、 年

間 8回 の科 学 技 術 セ ミナ ーの 開催、 さ らに情 報 紙「 テ クノネ ッ トワー ク」 の発 行 な と、

情 報 の 提供 に努 め ま した。

(1)情 報検索

備  考件    数 利 用 時 間

427分32件

(2)科 学技術 セ ミナー実績

科学技術セ ミナーは、話題性のある技術、先端技術、および将来期待 され る技術、 ま

た製 品開発への取組み方な どをテーマ と して、基本理論、応用への道筋、 さらには実践

的活動の実例を踏 まえて実施 し、情報の提供 に努めま した。

①実 績

参 加 者 数回 年 月 日 ア マ 講   師

名

51

人 を測 る

快 適 な環境 づ くりや人 にや さ しい製 品設計 の た め に 一

快 適 性 の計 測 と設計 へ の応 用

立 命館 大学 理工 学部  教  授  飯 田 健 夫  氏

・ 人 を測 る光 学計 測技 術 とその動 向

浜松 ホ トニ クス株 式会 社

中央 研 究所 黒 野  剛 弘  氏

78

75

79 食 品や医薬 。化粧品の安全対策

―その実践の基本 的手法 と実施 ポイ ン トー

。製 品安 全 対 策 と して の GMPと バ リデ ー シ ョン

大 阪府 立公衆 衛 生研 究所

薬 事 指導 部 副部 長       横 山  浩  氏
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参 加 者 数ア マ 講   師回 年 月 日

・ 製 品安 全 対策 と して の HACCPと トー タルサ ニ テ ー

シ ョ ン

田辺製薬株式会社特薬事業部参事

滋賀県技術ア ドバ イザー   上 田 修  氏

43

80 7. 7.20 人間中心のモ ノづ くり

。電動ハイプ リッ ド自転車         ｀

YAMAHA「 PAS」 の開発

ヤマハ発動機株式会社

PAS事 業部        藤 田 武男 氏

。人 にや さ しい椅子づ くり

株式会社イ トーキク レビオ

シーテ ィング事業部開発室 野瀬  憲治  氏

5 8

81 10.13 CEマ ーキ ングをご存 じですか

・ CEマ ーキ ングの国際的な動 きと制度のあ らま し

通商産業省貿易局

検査デザイ ン行政室     近藤  弘 氏

。CEマ ーキ ングの安全設計 と指令対応の実際

株式会社 ソデ ィック

レク トロ製造部       高原 邦博 氏

123

インターネットの活用と展望

一ニュービジネスヘの展望―

・イ ンターネ ッ トの現状 と今後の展望

京都大学大型計算機 セ ンター

教  授          金澤 正憲 氏

・ イ ンターネ ッ トは ビジネス も変え る

NTTビ ジュアル通信株式会社

ゲー トウエイサー ビス推進部 本 田 祐吉 氏

82 7,10.26
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参 加 者 数回 年 月 日 ア マ 講   師

64

企業の空洞化を防 ぐ品質工学 !

。源流 に遡 る技術開発

有限会社アイテ ック・ イ ンターナ シ ョナル

原  和彦 氏

・乾式現像材 における評価技術の開発

ミノルタ株式会社

画像技術開発部第一部門  芝野 広志 氏

78

21世 紀 に向 けた環境 社 会 へ の企 業 の役 割

。い ま求 め られ る環 境調 和 型 技 術

京都 大 学   教   授 内藤  正 明 氏

。当社 の環 境調 和 型 商 品開発 と LCAへ の取 り組 み

松 下 電工株 式会 社

地 球 環境 保 全 セ ンター   福 島 宗 彦  氏

84

50

85 26 新 素 材 に求 め られ る もの は何 か

・ プ ラスチ ックお よび プ ラスチ ック系 複 合材 料 の現 状 と

将 来 にか け る夢

京 都 工 芸繊 維 大 学  教  授  前 川  善 一 郎  氏

。新素材 としてのガラスに求め られ るものは何か

山村硝子株式会社

ニ ューガ ラス研究所     寺井 良平 氏

542△ 計 8   回

―-59-―



② 企 業 規模 別 参 加 者数

地 域 別参 加 者 数

(3)情 報誌の発行

発 行 年 月 名 称 部  数

2,0007.    5 テ クノネ ッ トワーク VOL。 32

テクノネ ッ トワーク VOL。 387.    7

7,    9 テクノネ ッ トワーク VOL.34

7. 11 テクノネ ッ トワーク VOL.35 2,000

2,0008.    1 テクノネ ットワーク VOL.86

8.    3 テクノネ ットワーク VOL.37

大  企  業 中 小 企 業 そ の 他 計

542参 加 者 数 (名 ) 195 299 48

8.  8 100. 0比   率 (%) 36. 0 55 2

そ の他 計湖  南 甲  賀 中  部 湖  東 腿麗  引ヒ 湖  西

542名受 講 者 数 名 名 65名 44名 21名 4名 100名

18.5 100.0比率 (%) 41,9 14.9 12
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(4)工 業技術セ ンター図書の管理運営

工業技術セ ンターの技術関係 図書を県内企業等 に広 く活用 して もらうため、工業技術

セ ンターか ら委託を受 けて、閲覧、貸 出、複写サー ビス業務を行 いま した。

貸 出 (名 )複写 (名 ) 貸 出 (名 ) 月 閲覧 (名 ) 複 写 (名 )月 閲覧 (名 )

25 1 531 15 15 11 46

149 19 12 4 0 183 2

27 24 1266 30

16 21 28 10 743

15 13 5  1 19 1613

1238 18 185

35 19 15

ハ
ロ
　
　
　
計

487 206

6 技 術 人 的 雰 誠 荒 促 進 馨鶏 業

(1)滋 賀 県技 術・ 市 場 交流 プ ラザ 開催 事 業

今 年 度 の グル ー プは、今 まで とは違 い、 昨年 度 の会員 15社 と、 追加 募 集 した 5社 の

20社 で発 足 しま した。

内容 につ いて は、 中小企 業 が保 有 す る技 術 開発 力 を相 互 補 充 し、「 融合 化 」 に よ って

新 技 術 。新 製 品等 の 開発 、事 業化 に導 くた め の、 第一段 階 の「 交 流 」 に着 目 し、 "参加

企 業 の 出会 いの場 "と して活動 を行 い ま した。

また、 当協会 か ら生 まれ た OBグ ル ー プの活動 につ いて も、 積 極 的 に側 面 的支援 を行

い ま した。

① 平成 7年 度技 術・ 市場 交 流 プ ラザ の 開催

・ 活動 内容

実施 場 所 参加 者 数年月 日 内 容

会 員 数

20社
平成7年 3月 平成 7年度技術・ 市場交流プラザの会員

追加募集

本年度プラザ助言者に新庄秀光氏を委嘱
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実施場所 参加者数内 容年 月 日

I業技術振興会館

研修室2A

31名
16

I業技術振興会館

融合|`セ ンター

18名6.20 1.企 業紹介「わが社を語 る」

2,助 言者の感想

3,7月 宿泊研修での討議テーマにつ いて

4.年 間の活動計画、運営方法 について

宿泊研修、工場見学等

5.そ の他連絡事項

18名志賀荘宿 泊研 修

討 論 テ ーマ

① 従 業員 の補充 は新 卒 です べ し

② 決算 内容 は公 開す べ し

1.研 究討 論 方 法 の説 明

研 究 テ ーマ選 択 とグル ー プ編 成

2 討 論 準 備

3,入 浴 。夕食

4.討 論 準 備

5.睡 眠

6.朝 食

7.デ ィベ ー ト実施 (第 1テ ーマ )

8,助 言 者 の感 想

9.デ ィベ ー ト実施 (第 2テ ーマ )

10.助 言 者 の感 想

7.21～

22

15名I業技術振興会館

実習室3D

自社紹介

・ 帥 アクテ ィプ システム

パ ソコンの基耽説明

8.22
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パ ソコンのデモ ンス トレーシ ョン

ミーテ ィング

今後の活動内容 につ いて

助言者の感想

19 自社 紹 介

・ 棚 山村 製 作 所 (VTR等 に よ る )

。「整 理 法 につ いて 」

講 師 助 言 者  新庄 秀光氏

夕食 懇 談 会

I業技術振興会館

融合化センター

14名

10.17 会 員企 業 見 学

・ 棚 上 田鉄 工 所

概 要 説 明

工 場 見 学

意 見 交 換

助 言 者 感 想

近江八幡市 15名

11,9 第 5回 滋 賀 県異 業 種交 流大 会

新 た な る時代 に向 けて ～倉J造 と変 革 ～

開会 セ レモニ ー

異 業 種交 流 グル ー プの発 表

分 科 会

交 流パ ーテ ィー

gイ ヤルオークホテル 8名

会 員企 業 見 学

。MHI工 作 機械 エ ンジニ ア リング爛

概 要 説 明

工 場 見 学

意 見 交 換

助言 者 の感想

栗 東 町 15名

2 1.「 中小企 業 の生 き る道 」

講 師 助言 者  新 庄 秀光 氏

2,「 一 年 を振 り返 って 」

意見 交換

助言 者 の感想

I業技術振興会館

融合化センター

1 1名

1,16 1.パ ソコン研修

・ 基礎知識・ カタログについて

・ ビジネス用途

・ 業務 フローの説明

I業技術振興会館

融合化センター

13名
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2

・ 意 見 交換

講 師 棚 ア クテ イブ システ ム

梅林  秀樹  氏

標 準 作 業書 の作成 にあた って の注意 点

講 師  助 言 者  新庄 秀光氏

12名I業技術振興会館

実習室3D

2.20

14名I業技術振興会館

融合化センター
3,19 1.技 術 ,市 場 交 流 プ ラザ ア ンケ ー ト

中間 (結 果 )に つ いて

2.融 合化 開発 失 敗、 成功 事 例 か ら学 ぶ こ と

3.交 流 プ ラザ の一 年 を振 り返 って

4.次 年 度 の グル ー プ運 営 につ いて

新庄  秀光 氏

5.そ の他

② 当協会か ら生 まれた OBグ ループの側面的支援

・ OBグ ループの実績 (参 考 )

会員数

(名 )

例 会 等

(回 )

例会等

(回 )

グ ル プ 名会員数

(名 )

グ  ル プ 名

8 1318 STAGE9012ヵ ォ ス 60

12 1210 Hybrid918テ クノス 61

1410スタデ ィオ ン9210 11オ ラ クル 62

16 12９

， びわプラザ 988レイテック88

1212ミングル 89
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(2)融 合化促 進 事 業

異 分 野 の技 術 力 や市場 、経 営力 な どを融 合 させ て、 技術 開発 、新 製 品開発 、 市 場 開拓

な どを行 い、新 事 業 を開 拓 して い こ う とい う経 営 資 源 の「 融合 化 」 の動 きは ます ます 活

発 にな り、 また、 そ の成 果 も生 まれつ つ あ ります。 同時 に よ り広 い事 業機 会 と協 力 可能

な企 業 の相 互 確 保 を 目的 と して、一 定地 域 内で の グルー プ活動 か ら多 数 の グル ー プ とネ

ッ トワー クを作 る動 き、 交流 活動領 域 の広 域 化 が ます ます 活発 にな って い ます 。

①滋賀県異業種交流連合会の運営

県内異業種交流 グループの連合組織である「滋賀県異業種交流連合会」 (平 成 8年 7

月設立、 18グ ループ)の 事務局 として交流大会の開催や各委員会の開催、 FAXに よ

るネ ッ トワークの推進等、活発 に展開 しま した。

・滋賀県異業種交流連合会の活動

実 施 場 所年 月 日 内 容

滋賀県庁滋賀県異業種交流 グループ事務局会議

奈 良ロイヤルホテル近 畿異 業 種 交 流推 進 連絡 協 議会  幹 事 会14

工業技術振興会館7,7.5

工 業技 術 振 興 会 館

企画委員会 全体会

幹事会報告、事業計画、県大会 につ いて

4分科会 に分散会

7,7.12

京 都 全 日空 ホ テ ル近畿異業種交流推進連絡協議会 総会21

澤 田産 業 lal企画委員会 メデ ィア システム分科会

ロイ ヤ ル

ォ ー ク ホ テ ル

第 5回 滋 賀 県異 業種 交 流 大会

メインテーマ「 新 た な る時代 に向 けて

～創 造 と変 革 ～ 」

1.新 た な事 業分 野 の開拓他 12テ ーマ

16分 科会 に分 かれ て グル ー プ討 議

2.交 流パ ーテ ィ

参加 者 i162名
工業技術振興会館企 画 委 員 会  全体 会

各分 科 会 の発 表

近 畿 ブ ロ ック技 術 ・ 市場 交流 プ ラザ につ いて

11

滋 賀大 学1,20 「 イ ンターネ ッ ト体験講座」の実施

講師 滋賀大学 講師 平本 健太 氏

参加者 :187名 (申 込者 :198名 )

一-65-一



年 月 日 内 容 実 施 場 所

龍 谷 大 学

RECセ ンタ

1.23 龍 谷 大 学 との交流会

概 要 説 明、施 設見 学、 レンタル ラボ体験 談

参 加 者 :24名

8.2.2 企 画 委 員 会  全体 会

各 分 科 会 で討 議 後、 発 表

近 畿 ブ ロ ック技術・ 市場 交 流 プ ラザ につ いて

工 業技 術 振 興 会 館

「 イ ンターネ ッ ト活用 による経営講座」の実施

講師 滋賀大学 助教授 奥村 哲史 氏

参加者 :41名

彦 根 商 工 会 議所8.2.17

滋 賀 職 業 能 力 開発 短 期 大 学校 との交流 会

概 要 説 明、施 設 見 学、 講 演 2題

参 加 者 :28名

滋賀職業能力開発

大学校

・ FAXネ ッ トワー クの推 進

異業 種 交 流連 合 会 の会 員約 350名 に対 し、 様 々な事 業 等 の情 報 を FAX通 信 に よ り、

迅 速 に提供 しま した。

Netし が の発 行    9回

②融合化センターの運営

元年度 に設置 された融合化推進室 (融 合化 セ ンター)の 運営 に携わ り、異業種交流活

動の情報発信基地 と しての機能充実を図 りま した。

主要事業

・ 融合化相談等

・異業種交流室の利用

。融合化 に関す る情報提供

,融 合化 に関す る図書の貸 出 し

,カ タライザ ーの派遣

・情報機器の利用

7 産 学 官 交 流 促 進 事 業

産 学 官連 携 の上 壌 形 成 と研 究交 流 ネ ッ トワー ク確 立の た め、「 産 学 官 交 流促 進 協議会 」

の 開催 を昨年 に 引 き続 き行 い ま した。

また、「 しが FAコ ンソー シア ム」 の全 面 的支援 を行 い ま した。
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(1)産 学 官交 流促 進 協議会 の開催

委  員

内  容

氏 名 所 属    名 役 職

橋 本 隆 治 (社 )滋 賀工業会 事務 局 長

桂 賢 (社 )滋 賀工 業会 産業技術副委員長

田 村 重 明 滋 賀 県 商工会 議所連 合会 事 務 局 長

廣 瀬 喜 一 滋 賀県 商工 会連 合会 専 務 理 事

中 川 源 吾 滋賀県 中小企業団体 中央会 専 務 理 事

吉 野 和 夫 龍 谷 大 学 REC事 務 長

木 野  明 立命 館 大 学 BKCリ エツ
゛
ンオフィス課 長

山 田  奨 成安造形大学 生涯学習センター戸斤下記

川 口 逸 司 滋賀県立大学 総 務 課 長

浅 井  勉 滋賀県商工労働部 商二課長

大 槻 員 一 滋賀県工業技術セ ンター 所 長

畑  信 夫 (財 )滋 賀県工業技術振興協会 副理 事 長

年 月 日 内 容 開 催 場 所

く第 1回 協議会 >

・ 促 進 協議 会 の運 営 につ いて

。各機 関 の事業概 要 につ いて

。工 業 技 術振 興 イベ ン トにつ いて

。そ の他

立命館大学

びわ こ・ くさつ

キ ャンパ ス

10.24 <第 2回 協議会 >

・話題提供「平成 8年度施策の重点」

・産学官交流促進協議会の今後の運営 について

'そ の他

各機関の事業概要 について等

龍谷大学

REC会 議室

(第 3回 協議 会 >

・ 話題 提供「 インド・ネハ
°―ル経 済 事 情調 査 につ いて 」

「 平成 8年 度施 策 につ いて」

。その他

各機 関 の事 業概 要 につ いて

滋賀県商工労働会館

4A会 議室
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(2)し が FAコ ンソー シアム支 援 事 業

平 成 6年 度 に結 成 した「 しが FAコ ンソー シア ム」は、本 年 度 は 5回 の例 会 を開催 し

ま した。

また、 昨年 度 誕 生 した 3研 究会 に加 え、 新 た に 1研 究会 が誕 生 し、 あわせ て 4研 究会

が産 学 官 の 交 流 を深 め るた め活発 に活動 を行 い、 当協会 は事 務 局 と して全 面 的支援 を行

い ま した。

会  員  数 ク会 員 企業 -41社  特 別会 員 -39名 (大 学 )、  13名 (公 設 試 )

内 容  (参 考 )

開 催 場 所
年 月 日

<第 1回 例 会 >

・ 総 会

・ 講 演

「 FAの 現 状 と将来 」

三菱 電機 (株 )部 長  大 島 道 隆  氏

「 これ か らの モ ノづ くりを考 え る J

大 阪 大学  教 授  岩 田 ― 明 氏

・ 交 流 会

7.6.1

クサ ツ

ェ ス トピア ホテ ル

滋賀県農業教育

セ ンター

く第 2回 例会 >

一制御の最適利用方法について 一

(主 宰 立命館大学

・ テーマガイダ ンス 立命館大学教授

・産業界発表 ダイハ ツエ業 (株 )

・ 産業界発表 オムロン (株 )

井上教授 )

井上和夫 氏

13

滋賀県

工業技術セ ンター

<第 3回 例会 >

一オプ トメカ トロニ クスー

(主 宰 立命館大学

・テーマガイダ ンス 立命館大学教授

・産業界発表 松下電器産業 (株 )

・産業界発表  オプテ ックス (株 )

浮 田教 授 )

浮 田宏生  氏

3
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開 催 場 所年 月 日 内 容

滋賀職業能力短期

大学校

<第 4回 例 会 >

滋 賀 職 業 能 力短 期 大学校 に よ る研 究発 表

・ 3次 元 CAD応 用技 術  FA工 場 にお け る技 能 の

変 化 に関す る研 究            大坪 先 生

。太 陽 電 池 の最大 出力 点追 尾装 置の 開発 とその応 用

に関す る研 究              木 戸 先 生

。反 射 光 を用 いた電力 負荷 制 御装 置 の試作  丸 山先 生

。地 域 とイ ンターネ ッ ト         高 岡先 生

7. 11.22

滋 賀 県 立 大 学

<第 5回 例会 >

・ FAの ための リア クテ ィプスケ ジュー リング

京都大学教授 沖野 教郎 氏

。設備の改善 とコス ト肖1減

滋賀県立大学助教授 奥村 進 氏

,金 型加工の工程集約

滋賀県立大学講師 廣垣 俊樹 氏

・ 滋賀県立大学の CAD/CAE設 備演習授業計画

につ いて  滋賀県立大学教授 田中 勝之 氏

7.2.1

・ 研 究 会 の設立 (参 考 )

例 会 回 数参 加企 業数主 宰研 究 会 名

6回14社

(16名 )

立命館大学

前田歓授

ロボ ッ トの有効活用

利用研究会

14社

(14名 )

6回龍 谷 大学

壷井教 授

画像 認識研 究会

16社

(16名 )

6回龍 谷 大学

法雲 教 授

生 産 管理 と情 報 システ ム

研 究会

14社

(17名 )

2回立 命館 大学

井 上 教 授

イ ンテ リジ ェ ン ト制御

利 用研 究会
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3 ■ 0犀 ]生卜 言己 荒云 葛喜 君驚

我 が 国の産 業 経 済 は、 大 きな転換 期 を迎 えて お り、今 日の景 気 低 迷 を克 服 し、 21世

紀 に向 けた創 意 と活力 に満 ちた本 県産 業 の創 出 には、急 激 に進展 す る技 術 革 新 を は じめ

とす る社会 環 境 に機 敏 に対 応 で き る企 業づ くりが 重要 で あ ります。

こ う した状 況 の 中で 、 工 業技 術 セ ンターお よび工 業技 術 振興 協 会 の 10周 年 を記 念 し

て、 講 演会 、 シ ンポ ジウム等 を開催 し、 本 県産 業 の進 むべ き方 向 を探 る と と もに、 科学

技 術 振 興へ の意 識 の 高 揚 を 図 るため、 工 業技 術 セ ンター と共 同で記 念事 業 を開催 しま し

た。

(1)10周 年 記 念 講演 会 ・ シ ンポ ジウム

「 技 術 が 、情 報 が 、 人 と産 業 の未来 を招 く-21世 紀 のへ の旅 立 ち 一」

〈開催 日時 〉

平成 7年 10月 上8日  午 後 1時 50分 か ら午後 7時 30分

(開 催場 所 〉

大津 プ リンス ホテ ル  大 津市 におの浜 477

(参 加者 数 )

800名

〈内  容 )

,10周 年 記 念 講 演  午 後 2時 ～ 3時 80分

「 2010年 に爆 発 す る「 新・ 産 業 革命 」 の麗 しい構 図」

ノ ンフ ィク シ ョン作 家  山根  一 員  氏

。10周 年 記 念 シ ンポ ジウム

第 1分 科 会「 滋 賀 の産 業将来 像 」

コーテ
゛
ィネータ:日 本経 済 新 聞社 大 阪本 社 編集 局編集 委 員  岩 田 誠  氏

パ ネ ラー :大 阪大 学 大 学 院 国際公 共政 策研 究科教 授  林  敏 彦  氏

近 畿 通商 産 業局総 務 企画 部 総 務課 長  杉 田 定 大  氏

(株 )滋 賀銀行 代 表 取締 役 副頭取  高 田紘 一  氏

第 2分 科 会 「科 学技 術 振 興 と情報 化 ―マ ルチ メデ ィアの成 熟 一」

]― テ
゛
ィネータ:立 命 館 大学 理 工 学部 情 報 学科教 授  池 田 英 人  氏

パ ネ ラー :凸 版 印刷 (株 )関 西 商 印事 業部販売促 進 本 部

販 売促 進部 長  森 下  舒 弘  氏

日本 ソフ ト開発 (株 )代 表 取締役社 長  藤 田 義 嗣  氏

(財 )京 都 高 度技 術研 究所 副所 長  阿草  清 滋  氏

・ 交流 パ ーテ ィ

参 加 費 10,000円
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(2)産 業講 演 と公 設 試 験研 究機 関 の研 究紹 介

〈開催 日時 〉

平成 7年 10月 11日  午 後 1時 ～午 後 5時

(開 継場 所 )

滋すΥ ttt i業 技 術 セ ンター 中研修 室

(参 加 者数 〉

70名

く内  容 〉

・特 別 講演 「報道 の 目か ら見 た地 域 産 業 の振興 論 」

日刊 工 業 新 聞社 大 阪支社編 集 局

第 一 産 業部 長  旭  鉄 郎  氏

・ 技 術 講演「 生 活 文化 の危機 管 理 」

日本 デザ イ ン・ ソサエ テ ィ代 表

(学 )創 造 社 学 園主任 講 師 平 沢 逸  氏

,公 設試験 研 究機 関 の研 究 紹介

「 学 習 に よ る ロボ ッ ト制御 の高制 度 化 」

工 業技 術 セ ンタ ー主 任技 師 深尾  典久

「 陶磁 器 成型 用樹 脂型 につ いて 」

信楽 窯業 試験 場 主 任 技 師 川澄  一 司

1織 物 の 透 水化 につ いて 」

繊維 工 業 指 導 所 主任 技 鰤  山 ド 和 重

「 低 キ ャ ビテ ー シ ョンバ ル プの 開発 」

機械 金属 工 業指導所 主 査  宮 川  栄 一

(3)工 業 技 術 セ ンターー 般 公 開

く開催 日時 〉

平成 7年 10月 26日 (展 示 は 10月 11日 か ら 27日 )

(開 催場 所 〉

滋賀 県工 業 技 術 セ ンターお よび工 業技術 振 興 会館

(参 加 者数 〉

123名 (10/11～ 10/27ま で延べ 650名 )

(内   容 〉

・ 全館 一般公 開

・ 10周 年 記 念展 示 会 (県 内企 業 約 60社 、 研 究紹介 、 異 業 種 交 流、 産 学 官 交 流、 発

明 くム、う展 等 )

・ インター ネ ッ ト体験 コーナ ー

・技術相談、融資 ,補 助金相談などの総合担談会
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